
張
潮
の

書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て

小
　
塚
　
由
　
博

は

じ
め
に

ー
．
『
昭
代
叢
書
』
に
つ
い
て

2
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』

3
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』

お
わ
り
に

の

編
集
状
況
に

つ
い

て
①
ー
作
品
の
募
集
と
提
供
ー

の

編
集
状
況
に
つ
い
て
②
1
編
集
作
業
の
實
例
ー

（1）

は

じ
め
に

　
筆
者

は
こ
れ
ま
で
、
張
潮
が
編
纂
し
た
三
種
類
の
叢
書
の
う
ち
、
『
虞
初
新
志
』
及
び
『
檀
几
叢
書
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
、
張
潮
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
人
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
張
潮
が
叢
書
を
刊
行
す
る
際
、
掲
載
す
る
作
品
の
捜
索
や
、

作
品
の
掲
載
順
及
び
掲
載
す
る
叢
書
等
の
案
配
、
ま
た
刊
行
し
た
叢
書
の
贈
呈
等
に
關
す
る
具
禮
的
な
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿



で
は

残

る
『
昭
代
叢
書
』
に
つ
い
て
同
様
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。

1
．
『
昭
代
叢
書
』
に
つ
い
て

　
①
張
潮
と
『
昭
代
叢
書
』

　
張
潮

（
一
六
五
〇
1
一
七
O
九
？
）
字
は
山
來
、
號
は
心
齋
居
士
・
三
在
道
人
。
安
徽
敦
縣
（
新
安
）
の
人
o
科
學
に
雁
ず
る
も
落
第
し
、

後
仕
官
の
道
を
諦
め
て
揚
州
に
遷
り
、
出
版
活
動
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
父
は
進
士
で
山
東
提
學
愈
事
で
あ
っ
た
張
習
孔
で
、
雅
號

で

も
あ
る
話
清
堂
と
い
う
版
元
を
所
有
し
て
い
た
。
張
潮
は
そ
の
版
元
を
受
け
纏
ぎ
、
様
々
な
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
本
論
で
取
り
あ
げ

る
『
昭
代
叢
書
』
及
び
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
と
い
う
三
種
類
の
叢
書
の
編
纂
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ま
た
警
句
集
『
幽
夢
影
』
の

作
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
そ
の
他
、
著
に
『
心
齋
柳
復
集
』
『
心
齋
詩
集
』
『
心
齋
雑
組
』
『
古
文
尤
雅
』
『
詠
物
詩
』
な
ど
が
あ
る
。

　
張
潮
が
編
纂

し
た
『
昭
代
叢
書
』
は
、
甲
集
・
乙
集
・
丙
集
の
三
集
が
存
在
す
る
。
各
集
五
十
巷
、
各
巷
一
作
品
と
し
て
全
五
十
作
品
。

そ

の

作
者
は
お
よ
そ
9
0
名
で
あ
る
。
現
在
、
丁
集
～
癸
集
の
七
集
及
び
別
集
も
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
編
者
は
張
潮
で
は
な
く
、
後
世

の

人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ

の

代
表
的
な
作
者
（
作
品
敷
）
と
し
て
は
、
王
陣
（
7
）
、
王
士
頑
（
6
）
、
陳
鼎
（
6
）
、
毛
先
野
（
6
）
、
毛
奇
齢
（
5
）
、
呉
粛
公

（
5
）
、
高
士
奇
（
4
）
、
魏
禧
（
4
）
、
目
旦
襲
（
3
）
、
黄
周
星
（
4
）
、
呉
陳
談
（
3
）
、
聞
麟
嗣
（
3
）
、
孔
伺
任
（
2
）
、
尤
個
（
2
）
、
余

懐

（
2
）
、
萬
斯
同
（
2
）
、
王
士
緑
（
2
）
、
閻
若
壕
（
1
）
、
輝
道
志
（
1
）
、
張
英
（
1
）
等
で
あ
る
。

　
『
昭
代
叢
書
』
の
牧
録
録
作
品
も
そ
の
傾
向
は
『
檀
几
叢
書
』
に
よ
く
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
呉
粛
公
「
天
官
考
異
」
「
五
行
間
」
、
梅
文

鼎

「
學
暦
説
」
、
施
瑛
「
塾
講
規
約
」
、
林
雲
銘
「
讃
荘
子
法
」
、
徐
沁
「
謝
皐
羽
（
朝
）
年
譜
」
、
黄
周
星
「
將
就
園
記
」
、
尤
個
F
外
國
竹

（2）



枝
詞
」
、
李
仙
根
「
安
南
雑
記
」
、
余
懐
「
板
橋
雑
記
」
、
李
折
「
秋
星
閣
詩
話
」
、
宋
曹
「
書
法
約
言
」
、
目
旦
襲
「
宣
櫨
歌
注
」
、
王
曄
「
龍

経
」
〈
以
上
甲
集
〉
、
閻
若
壕
「
毛
朱
詩
説
」
、
呉
陳
談
「
春
秋
三
傳
異
同
考
」
、
魏
禧
「
師
友
行
輩
議
」
、
王
士
頑
「
國
朝
温
號
法
」
「
琉
球
入

太
學
始
末
」
、
方
象
瑛
「
封
長
白
山
記
」
、
孔
筒
任
「
人
瑞
録
」
、
許
承
宣
「
西
北
水
利
議
」
、
王
言
「
連
文
繹
義
」
、
孔
桁
拭
「
書
訣
」
、
林
倍

F漢
甘
泉
宮
瓦
記
」
、
江
之
蘭
「
讐
津
一
筏
」
、
高
士
奇
「
江
邨
草
堂
記
」
〈
以
上
乙
集
〉
、
萬
斯
同
「
漢
魏
石
経
考
」
、
毛
奇
齢
「
檀
弓
訂
誤
」
、

王
載

「
讃
史
管
見
」
、
高
士
奇
「
松
亭
行
紀
」
、
申
E
光
「
荊
園
小
語
」
、
王
仕
雲
「
格
言
僅
録
」
、
挑
廷
傑
「
戒
淫
録
」
、
閲
麟
嗣
「
古
國
都

今
郡
縣
合
考
」
、
徐
懐
租
コ
量
漫
随
筆
」
、
陳
鼎
「
潰
黙
土
司
婚
禮
記
」
、
毛
奇
齢
「
西
河
詩
話
」
、
徐
銃
「
南
州
草
堂
詞
話
」
、
醇
煕
「
錬
閲

火
器
陣
記
」
、
梅
庚
「
知
我
録
」
、
楮
人
獲
「
績
蟹
譜
」
〈
以
上
丙
集
〉
等
多
種
多
様
で
あ
る
。

　
②
テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ニ

　
現
存
す
る
『
昭
代
叢
書
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
康
煕
本
（
張
潮
編
）
と
乾
隆
本
（
清
・
楊
復
吉
、
沈
　
恵
績
輯
、
道
光
十
三
〈
一
八
1
1
1
1
1
1
〉

年
刊

〈世
楷
堂
藏
板
〉
）
が
存
在
す
る
。
康
煕
本
は
現
存
は
甲
集
5
0
巻
・
乙
集
4
0
§
、
丙
集
は
a
s
k
’
で
あ
る
・
『
昭
代
叢
書
』
の
凡
例

に

「
薮
祇
以
五
十
種
爲
額
（
こ
の
編
は
た
だ
五
十
種
を
定
額
と
し
ま
す
）
」
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
昭
代
叢
書
』
の
編
纂
が
元
々
各
集

5
0
作
品
・
5
0
巷
と
い
う
方
針
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
聞
違
い
な
い
。

　
乾

隆
本
は
形
の
上
で
は
甲
・
乙
・
丙
集
そ
れ
ぞ
れ
5
0
巷
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
出
版
説
鵬
」
お
よ
び
「
昭
代
叢
書
合
刻
略
眺
」
に
あ
る

通

り
、
散
逸
改
窟
が
甚
だ
し
い
た
め
に
後
人
が
作
品
の
補
足
・
愛
更
を
行
っ
て
お
り
、
作
品
の
順
番
・
配
列
及
び
掲
載
作
品
等
が
康
煕
本
の

内
容
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
乾
隆
本
中
に
は
、
本
來
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
作
品
の
題
目
が
F
原
選
」
と
い
う
形
で
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

れ

て
お

り
、
そ
れ
ら
を
線
合
し
て
原
本
に
近
い
形
だ
と
推
定
さ
れ
る
篇
目
が
、
巷
末
表
1
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
試
み
に
こ
れ
に
從
う
こ
と

と
し
、
　
『
昭
代
叢
書
』
そ
の
も
の
に
關
す
る
詳
細
な
考
察
に
つ
い
て
は
紙
面
を
代
え
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
③
三
種
の
叢
書
の
編
集
期
聞

（3）



　
三
種
の
叢
書
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
作
者
の
作
品
を
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
牧
集
、
採
録
し
て
い
る
貼
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
も
う
1
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
三
種
の
叢
書
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
順
次
編
集
・
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
叢
書
聞
で
作
品
の
移
動
や
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
編
集
・
刊
行
の
状
況
に
つ
い
て
、
時
系
列
順
に
簡
軍
に
示
す
と

以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

年
代

『虞
初
新
志
』

『
檀
几
叢
書
』

『
昭
代
叢
書
』

康
煕
二
十
二
〈
一
六
八
三
〉
年

八
巻
ま
で
完
成

康
煕
三
十
四

〈
一
六
九
五
〉
年

初
集
刊
行

康
煕
三
十
六

〈
一
六
九
七
〉
年

二
集
刊
行

甲
集
刊
行

康
煕
三
十
七

〈
一
六
九
八
〉
年

九
巻
～
十
二
巻
ま
で
完
成

飴
集
刊
行
？

康
煕
三
十
九
〈
一
七
〇
〇
〉
年

十
三
巻
～
二
〇
巻
ま
で
完
成
？

乙
集
刊
行

康
煕
四

十
二

〈
一
七
〇

三
〉
年

丙
集
刊
行

（4）

　
以
上
の

よ
う
に
、
一
六
八
〇
年
以
降
、
一
七
〇
三
年
頃
に
か
け
て
立
て
績
け
に
叢
書
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
張
潮
は
断
績
的
に
そ

の

作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
に
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
の
が
こ
の
『
昭
代
叢
書
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
一
六
九
五
年
か
ら
一
七
〇
〇
年
に
か
け
て
『
檀
几
叢
書
』
（
初
集
・
二
集
．
鈴
集
）
の
編
纂
．
刊
行
と
『
昭

代
叢
書
』
（
甲
集
・
乙
集
）
の
編
纂
・
刊
行
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
後
述
の
通
り
両
者
の
聞
で
作
品
の
移
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性

が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
康
煕
三
十
八
〈
一
六
九
九
〉
年
の
夏
に
は
、
彼
は
知
人
の
護
告
に
遭
い
、
投
獄
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
こ
れ
が
叢
書
の
編
纂
・
刊
行
を
よ
り
困
難
に
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
事
件
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。



　
④

『
昭
代
叢
書
』
の
構
成

　
『
昭
代
叢
書
』
の
序
文
・
凡
例
は
以
下
の
通
り
o

　
　
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
－
張
潮
自
序
、
凡
例
・
尤
個
序
（
康
煕
丁
丑
〈
康
煕
三
十
六
［
一
六
九
七
］
年
〉
秋
日
）

　
　
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
ー
張
潮
自
序
（
康
煕
庚
辰
〈
康
m
C
l
i
l
十
九
［
　
1
　
P
O
O
］
年
〉
）
、
凡
例

　
　
『
昭
代
叢
書
』
丙
集
ー
弟
張
漸
と
共
編
。
張
潮
自
序
（
v
a
e
e
i
四
十
1
　
1
　
〈
　
1
七
o
1
1
1
〉
年
夏
五
月
）
、
凡
例
・
張
漸
序
（
康
煕
四
十
二
二

　
　
七

o
三
〉
年
夏
仲
夏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
『
昭
代
叢
書
』
各
集
は
幾
つ
か
の
秩
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
甲
集
は
六
秩
で
そ
れ
ぞ
れ
「
禮
」
「
樂
」
「
射
」
「
御
」
「
書
」
「
藪
」
と

名
附
け
ら
れ
て
い
る
。
乙
集
は
「
常
」
「
富
」
「
貴
」
「
樂
」
「
未
」
　
［
央
」
の
六
峡
、
丙
集
は
「
黄
」
「
絹
」
「
幼
」
「
婦
」
F
外
」
「
孫
」
「
韮
」

r臼
」
の
八
秩
と
な
っ
て
い
る
。

　
張
潮
は
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
の
序
文
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
僕
は
生
ま
れ
つ
き
世
事
に
疎
く
、
1
つ
も
好
む
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
だ
異
書
や
秘
笈
は
も
と
も
と
好
き
な
だ
け
で
は

　
　
な
く
、
嘗
て
こ
れ
を
集
め
て
一
編
に
纏
め
よ
う
と
思
い
、
と
も
に
校
訂
・
校
閲
し
て
お
り
ま
し
た
。
甲
戌
〈
康
煕
三
十
三
・
一
六
九
四

　
　
年
〉
の
初
夏
、
王
丹
麓
〈
王
陣
〉
と
西
子
湖
〈
杭
州
西
湖
〉
の
眸
で
お
會
い
し
た
時
、
〈
彼
は
〉
自
身
が
集
め
た
『
檀
几
叢
書
』
を
取

　
　
り
出
し
た
の
で
、
香
を
焚
い
て
一
緒
に
讃
み
ま
し
た
。
私
は
寳
〈
『
檀
几
叢
書
』
〉
を
載
せ
て
錦
り
、
校
訂
を
し
て
出
版
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
大
愛
同
人
た
ち
か
ら
賞
賛
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
も
我
が
家
の
竹
箱
に
所
藏
し
て
い
る
も
の
も
ま
だ
澤
山
あ
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
作

　
　
品
を
探
し
て
附
け
加
え
、
更
に
こ
の
叢
書
が
完
成
し
た
の
で
す
。
沿
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
昭
代
叢
書
』
編
纂
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
王
陣
と
共
編
し
た
『
檀
几
叢
書
』
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
績
編
的
な
も

の

が

こ
の
『
昭
代
叢
書
』
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
両
者
の
編
集
時
期
は
非
常
に
近
く
、
或
い
は
重
な
っ
て
い
る
。

（5）



　
『
昭
代
叢
書
』
の
甲
集
と
乙
集
・
丙
集
と
は
、
多
少
編
集
方
針
が
異
な
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
甲
集
は
『
檀
几
叢
書
』
と
同
様
の
作

品
を
集
め
て
お
り
、
編
集
時
期
も
近
い
。
ま
た
甲
集
ま
で
は
明
代
の
人
物
の
作
品
も
掲
載
し
て
い
た
が
、
乙
集
は
清
代
の
人
物
に
特
化
し
て

い

る
。
そ
の
た
め
、
甲
集
に
明
代
の
人
物
を
集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
作
品
の
配
置
に
は
か
な
り
神
経
を
使
い
、
王
陣
ら
編
集
協
力
者
と

し
ば
し
ば
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
集
に
は
王
士
頑
等
清
代
の
著
名
な
人
物
の
作
品
が
敷
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

の

作
品
を
意
圖
的
に
配
置
し
た
た
め
に
乙
集
か
ら
漏
れ
、
次
の
丙
集
に
回
さ
れ
た
作
品
も
散
見
す
る
。

　
な
お
、
丙
集
は
自
序
に
見
ら
れ
る
通
り
、
弟
張
漸
の
手
を
借
り
て
編
纂
・
刊
行
し
て
お
り
、
丙
集
の
自
序
に
は
張
漸
の
支
援
に
感
謝
す
る

旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
⑤

『
昭
代
叢
書
』
各
序
文
・
凡
例
に
見
ら
れ
る
編
集
状
況

　
各
序
文
及
び
凡
例
に
見
ら
れ
る
編
集
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
簡
潔
に
箇
條
書
き
に
し
て
み
よ
う
。
各
集
の
基
本
的
な
膿
裁
等
は
、
前
集
に

倣
っ
て
い
る
が
、
各
集
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
編
集
状
況
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
原
文
及
び
日
本
語
課
等
に
つ
い
て
は
、

　
　
セ
　

拙
論
を
参
照
の
こ
と
。

六五四三　一
本
叢
書
で
は
、
一
作
品
を
一
巻
と
し
、
毎
集
五
十
巻
を
定
額
と
す
る
。

長
文
で
一
巻
に
牧
め
ら
れ
な
い
作
品
を
掲
載
す
る
場
合
は
、
節
録
と
す
る
。

掲
載
作
品
は
、
張
潮
が
も
と
も
と
捜
索
し
所
藏
し
て
い
た
も
の
或
い
は
友
人
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

甲
集
に
は
明
朝
の
人
物
の
作
品
が
見
ら
れ
る
が
、
乙
集
以
降
は
昭
代
（
清
代
）
の
人
物
に
限
定
す
る
。

乙
集
の
段
階
で
、
張
潮
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
作
品
が
底
を
蓋
き
、
友
人
等
か
ら
作
品
を
寄
贈
し
て
も
ら
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

叢
書
の
編
纂
は
、
管
利
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
が
、
實
費
（
紙
代
や
印
刷
費
用
な
ど
）
は
頂
戴
し
た
い
。
ま
た
、
支
援
者
も
募
集

す
る
。

（6）



十九八七
丙
集
は
様
々
な
事
情
か
ら
編
纂
作
業
が
滞
り
、
甲
集
・
乙
集
と
比
べ
て
長
く
編
集
期
聞
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

當
時
多
く
行
わ
れ
て
い
た
海
賊
版
に
つ
い
て
、
各
方
面
の
知
人
に
そ
の
封
雁
を
依
頼
す
る
。

凡
例
に
様
々
な
人
物
の
具
膿
的
な
作
品
名
を
畢
げ
て
、
廣
く
作
品
を
捜
索
・
牧
集
し
て
掲
載
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

績
集
（
丁
集
）
の
編
纂
も
計
書
τ
て
い
た
。

2
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
①
－
作
品
の
募
集
と
提
供
ー

　
本
論
で
は
友
人
が
張
潮
に
寄
せ
た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
損
友
聲
集
』
（
全
十
五
巻
。
以
下
『
友
聲
』
と
稻
す
）
と
、
張
潮
が
友
人
た
ち
に

寄
せ

た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
蹟
友
聲
偶
存
』
（
全
十
一
巷
。
以
下
『
偶
存
』
と
稻
す
）
を
使
用
す
ぷ
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し

　
　
　
（
4
N
）
　
　
　
　
　
（
晦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

く
は
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
記
述
の
あ
る
書
簡
は
、
『
友
聲
』
（
張
潮
↓
友
人
）
で
は
9
4
通
、
『
偶
存
』
（
友
人
↓
張
潮
）
で
は
9
0
通
存
在
す
る
。

そ

の

登
場
年
代
を
見
る
と
、
『
友
聲
』
の
場
合
最
も
古
い
の
は
宋
曹
が
寄
せ
た
書
簡
（
脇
・
丙
集
・
一
六
八
九
年
以
前
）
で
、
最
も
遅
い
の

は
粛
陽
の
書
簡
（
皿
・
新
集
五
巷
・
一
七
o
五
年
）
で
あ
り
、
『
偶
存
』
の
場
合
は
、
最
古
の
書
簡
は
呉
粛
公
へ
の
書
簡
（
4
F
與
呉
街
南

ss
mo

」
　
〈
g
e
　
1
〉
　
・
　
1
六
八
〇
年
前
後
）
で
、
最
も
遅
い
の
は
張
庸
徳
へ
の
書
簡
（
姐
「
與
張
紫
裳
」
〈
巻
十
　
1
〉
・
　
1
七
o
四
－
五
年
頃
）
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
最
古
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
『
昭
代
叢
書
』
そ
の
も
の
の
記
遮
と
い
う
よ
り
か
は
、
後
に
『
昭
代
叢
書
』
に

牧
め

ら
れ
る
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
も
う
少
し
嚴
密
に
言
う
と
、
直
接
編
集
活
動
に
拘
わ
る
叢
書
と
し
て
は
、
『
偶
存
』
は
余
懐

へ
の

書
簡
（
珊
「
復
余
曼
翁
」
〈
巻
g
e
〉
　
・
　
1
六
九
五
年
）
、
『
友
聲
』
は
王
陣
の
書
簡
（
部
・
庚
集
・
一
六
九
五
年
）
以
降
で
あ
る
。
な
お
、

文
末
に
關
連
表
（
2
～
4
）
を
附
し
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。



　
①
叢
書
の
贈
呈
と
そ
の
依
頼
及
び
謝
欝

　
以
下
、
項
目
ご
と
に
書
簡
の
内
容
を
分
け
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
『
昭
代
叢
書
』
の
贈
呈
も
し
く
は
贈
呈
の
依
頼
と
そ
の
謝
禮
に
關

す
る
書
簡
で
あ
る
。

　

a
．
贈
呈
（
張
潮
↓
友
人
）

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
（
1
）
　
　
　
　
（
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
9
）
　
〈
R
）
　
（
2
1
）
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
（
田
）
　
　
　
（
泌
）
　
　
　
　
　
（
宏
）
　
　
　
　
　
（
頒
）
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
（
鴉
）

　
例
え
ば
、
孔
く
任
　
、
尤
桐
、
愛
新
畳
羅
岳
端
、
朱
裏
、
王
士
順
、
陳
鼎
、
沈
思
倫
、
王
陣
、
毛
際
可
、
張
鼎
望
、
程
元
愈
、
戴
名
世
、

　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

呉
儀
一
、
狂
洪
度
、
注
士
鉱
、
斬
治
荊
に
寄
せ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
。

　

b
．
贈
呈
の
依
頼
と
謝
欝
（
友
人
↓
張
潮
）

　
　
　
　
　
　
　
（
田
）
　
　
　
　
　
（
祖
）
　
　
　
（
斑
）
　
　
　
　
　
〔
鵠
）
　
　
　
　
　
（
訂
）
　
　
　
（
鵠
）
　
　
　
（
四
）
　
　
　
（
ω
）
　
　
　
　
　
（
4
）
　
（
n
y
）
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
｛
g
）

　
例
え
ば
、
沈
廷
瑞
、
劉
長
會
、
李
澄
、
畢
煕
腸
、
余
蘭
碩
、
王
陣
、
陳
鼎
、
江
頴
、
呉
陳
瑛
、
胡
復
亨
、
王
士
順
、
王
概
等
よ
り
届
け
ら

れ
た

書
簡
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幻

　
以
上

a
・
b
を
概
観
す
る
と
、
清
朝
の
王
族
や
役
人
に
叢
書
を
贈
呈
し
た
り
、
依
頼
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
ま
た
、
『
檀
几
　
く

叢
書
』
と
『
昭
代
叢
書
』
を
同
時
に
提
供
〈
受
領
〉
す
る
例
が
多
く
、
と
り
わ
け
『
檀
几
叢
書
』
二
集
と
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
、
『
檀
几
叢

書
』
鹸
集
と
『
昭
代
叢
書
』
丙
集
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
両
作
品
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
②
作
品
の
掲
載
及
び
提
供
の
依
頼
と
そ
の
謝
鮮

　

a
．
作
品
提
供
の
依
頼
と
謝
群
（
張
潮
↓
友
人
）

　
ま
ず
は
、
張
潮
が
他
者
に
作
品
の
提
供
を
依
頼
し
た
り
、
提
供
を
受
け
た
際
の
謝
欝
に
關
す
る
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
（
娼
）
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
〔
5
2
）
　
　
　
　
　
（
臼
）
　
　
　
　
　
（
弘
）
　
　
　
〔
5
5
）
　
　
　
〔
5
6
）
　
　
　
　
（
5
7
）

　
例
え
ば
、
呉
粛
公
、
閻
若
壕
、
呉
陳
談
、
狭
億
、
方
象
瑛
、
鐸
元
運
、
王
士
順
、
趙
吉
士
、
斐
廣
年
、
毛
奇
齢
、
張
英
、
梅
庚
、
斬
治
荊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

徐
銃
、
沈
思
倫
、
高
士
奇
、
王
陣
、
楮
人
穫
等
に
寄
せ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
。



　
冒
丹
書
（
一
六
三
九
ー
一
六
九
五
。
字
は
青
若
。
江
蘇
如
皐
の
人
）
は
明
末
清
初
の
著
名
な
文
人
で
あ
る
目
旦
襲
（
一
｛
（
1
1
－
1
六
九
三
。

字

は
辟
彊
。
張
潮
は
日
旦
襲
と
も
交
遊
有
り
）
の
息
子
で
あ
る
。
彼
は
父
目
旦
襲
の
死
後
、
何
鮎
か
父
の
遺
作
を
張
潮
の
叢
書
に
掲
載
す
る
よ
う

希
望

し
て
い
た
よ
う
で
、
張
潮
が
冒
丹
書
に
寄
せ
た
書
簡
に
「
…
合
旦
襲
の
〉
大
著
の
「
芥
茶
く
彙
紗
V
」
〈
甲
4
〉
及
び
「
櫨
注
〈
宣
櫨
歌

註
〉
」
〈
甲
4
3
＞
「
蘭
言
」
〈
甲
4
9
〉
は
と
も
に
叢
書
二
集
〈
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
〉
に
ご
威
光
を
お
借
り
致
し
ま
し
た
。
こ
の
書
は
來
年
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

日
と
し
ま
す
。
今
集
め
た
作
品
は
す
で
に
五
十
種
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
三
種
は
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
に
牧
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で

言
う
「
叢
書
二
集
」
と
は
、
『
檀
几
叢
書
』
二
集
の
こ
と
で
は
な
く
、
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
乙
集
を
指
す
場
合
も
あ
る
）
。

　
ま
た
、
こ
の
冒
青
若
の
書
簡
と
同
時
期
の
王
陣
へ
の
書
簡
に
「
二
集
〈
甲
集
〉
は
す
で
に
四
十
飴
種
と
な
り
、
ご
威
光
を
大
著
「
更
定
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

章
九
命
一
篇
」
に
お
借
り
し
ま
す
」
と
あ
る
。
王
陣
の
「
更
定
文
章
九
命
」
は
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
の
冒
頭
巻
一
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

　
余
懐
の
『
板
橋
雑
記
』
（
甲
2
9
）
の
採
用
に
つ
い
て
も
、
張
潮
は
「
近
々
叢
書
の
編
纂
が
あ
り
、
敢
え
て
ご
威
光
を
貴
方
の
こ
著
書
『
板
　
の

橋
雑
記
』
に
お
借
り
し
て
、
集
中
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
明
年
す
ぐ
に
翻
刻
に
回
し
ま
す
の
で
、
或
い
は
ご
友
人
の
雅
（
な
作
品
）
を
　
く

　
　
　
　
　
　
　
め
　

お
知
ら
せ
下
さ
い
」
と
あ
り
、
更
な
る
作
品
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
b
．
作
品
の
提
供
及
び
掲
載
の
依
頼
と
謝
鮮
（
友
人
↓
張
潮
）

　
こ
れ
に
は
自
身
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
知
人
の
作
品
を
提
供
し
た
り
、
掲
載
の
依
頼
を
し
た
り
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
王

士

嘩
尤

㊥
江
之

灘
・
陳
鼎
・
呉
陳
嘩
孔
農
・
閻
若
曄
陸
次
雲
・
毛
奇
畦
林
嘩
虞
、
閲
麟
剛
萬
世
熾
等
よ
り
寄
せ
ら
れ

た
書
簡
に
見
ら
れ
る
。

　
陳
鼎
（
字
は
定
九
。
漸
江
江
陰
の
人
）
が
寄
せ
た
書
簡
に
、
愈
長
城
（
字
は
寧
世
）
の
「
花
甲
藪
譜
」
〈
乙
4
2
＞
に
關
す
る
書
簡
が
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
桐
郷
〈
漸
江
嘉
興
に
あ
る
〉
の
愈
寧
世
先
生
が
お
作
り
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
〈
張
潮
〉
先
生
は
廣
く
奇
異
の
作
品
を
捜
し
求

　
　
め

て
お

り
、
叢
書
二
集
〈
こ
こ
で
は
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
の
こ
と
か
〉
は
ま
る
で
清
理
の
技
で
、
高
く
馬
吊
の
上
に
出
る
者
の
よ
う
で



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

　
　
す
。
〈
「
花
甲
藪
譜
」
は
〉
必
ず
藥
籠
に
牧
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
故
に
ご
高
覧
下
さ
い
。

　
そ

の

書
簡
の
題
名
部
分
に
は
割
り
注
で
「
迭
花
甲
藪
譜
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
陳
鼎
が
こ
れ
を
進
呈
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
江
之
蘭
が
自
著
「
讐
津
一
筏
」
（
乙
4
1
）
を
責
り
込
ん
だ
事
に
つ
い
て
は
、
以
前
拙
論
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
は
幾
度
も
張
潮
に

書
簡

を
寄
せ
、
説
得
を
試
み
て
い
る
。
結
局
、
張
潮
は
讐
術
の
詳
し
い
親
族
に
作
品
を
確
認
し
て
貰
い
、
そ
の
後
掲
載
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
③
編
集
の
諸
事
情

　
こ
こ
で
は
、
特
に
當
時
の
著
名
な
文
人
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
に
見
ら
れ
る
編
集
事
情
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
宋
螢

（
一
六
三
四
ー
一
七
一
四
。
字
は
牧
仲
。
河
南
商
丘
の
人
）
は
後
に
吏
部
筒
書
に
ま
で
出
世
し
た
高
官
で
、
文
章
家
と
し
て
も
高
名

で

あ
っ
た
。
宋
螢
に
寄
せ
た
書
簡
（
當
時
彼
は
江
蘇
巡
撫
の
任
に
あ
っ
た
）
で
は
「
わ
た
く
し
潮
が
今
年
編
纂
し
た
『
昭
代
叢
書
』
は
、
そ

の

大
要
は

選
例
中
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
き
っ
と
ご
覧
下
さ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
閣
下
に
は
公
事
の
鹸
暇
に
、
こ
れ
に
序
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

賜

り
そ
の
冒
頭
に
飾
ら
せ
て
頂
け
れ
ば
、
ほ
ん
の
一
文
の
褒
稻
だ
と
し
て
も
、
こ
の
上
な
い
榮
警
と
な
り
ま
す
し
、
片
言
の
贈
物
だ
と
し
て
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

も
、
連
城
に
債
し
ま
す
」
と
宋
螢
に
『
昭
代
叢
書
』
の
序
文
制
作
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
『
昭
代
叢
書
』
に
は
そ
れ

ら
し
き
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
王
士
頑

（
一
六
三
四
－
一
－
　
l
o
字
は
胎
上
、
號
は
漁
洋
山
人
。
山
東
新
城
の
人
）
に
つ
い
て
詳
し
く
は
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

張
潮
の

3
つ
の
叢
書
全
て
に
彼
の
作
品
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
『
昭
代
叢
書
』
に
お
け
る
王
士
頑
の
作
品
は
、
乙
集
に
集
中
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
附
表
1
の
通
り
六
作
品
（
乙
9
・
1
2
’
1
4
・
2
2
・
2
3
・
2
）
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
王
士
頑
は
言
う
ま
で
も
無
く
當
時
の
文

壇
の

領
袖
で

あ
り
、
張
潮
は
彼
の
作
品
を
叢
書
の
一
つ
の
目
玉
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
王
士
順
も
張
潮
の
叢
書
編
纂
活
動
に
興
味
を
抱
き
、

自
ら
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
兄
王
士
線
〈
乙
2
8
・
3
6
〉
や
友
人
張
英
〈
乙
4
0
＞
・
門
人
林
倍
〈
乙
3
9
＞
張
招
〈
乙
3
7
・
3
8
＞
の
作
品
を
叢

書
に
掲
載
す
る
よ
う
依
頼
し
、
ほ
ぼ
希
望
通
り
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
や
り
と
り
は
共
通
の
友
人
で
あ
る
孔
爾
任
の
手
に
よ
っ
て



仲
介
・
傳
達
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
書
簡
に
よ
る
と
、
「
東
西
二
漢
水
辮
」
〈
乙
2
4
＞
は
元
々
丙
集
に
掲
載
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
王
士
順
の
作
品
を
な
る
べ
く
満

遍

な
く
配
置
し
よ
う
と
い
う
意
圖
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
王
士
頑
は
前
述
の
よ
う
に
早
く
叢
書
を
刊
行
す
る
よ
う

催
促

し
て
お
り
、
併
せ
て
乙
集
に
全
て
作
品
を
入
れ
る
よ
う
に
も
要
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
張
潮
は
そ
の
意
を
汲
ん
だ
の
か
r
す
み
や
か
に

あ
な
た
の
ご
威
光
を
借
り
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
〈
『
昭
代
叢
書
』
〉
乙
集
の
編
目
が
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
藪

種
類

を
削
除
し
て
〈
あ
な
た
の
作
品
を
〉
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
〈
た
だ
し
こ
れ
は
〉
諸
同
人
が
早
く
あ
な
た
の
作
品
を
見
た
い
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
い

る
か
ら
で
あ
っ
て
、
〈
私
の
〉
個
人
的
な
好
み
だ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
乙
集
に
入
れ
る
よ
う
に
愛
更
し
て
い
る
。
こ
の

た

め
、
高
士
奇
の
作
品
の
よ
う
に
、
本
來
は
乙
集
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
作
品
の
う
ち
、
そ
の
幾
つ
か
が
丙
集
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
孔
く
d
i
　
（
1
六
四
八
ー
一
七
l
八
o
字
は
季
重
、
號
は
東
塘
。
山
東
曲
阜
の
人
）
の
作
品
は
、
『
昭
代
叢
書
』
に
「
人
瑞
録
」
〈
乙
1
3
＞
お

よ
び
「
出
山
異
敷
紀
」
〈
乙
1
8
＞
が
牧
録
さ
れ
、
更
に
甥
孔
桁
拭
（
字
は
懲
法
）
の
「
書
訣
」
〈
乙
3
5
〉
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
人
瑞
録
」

に

つ
い

て
、
張
潮
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
昨
年
、
聖
駕
が
南
巡
し
、
天
下
の
老
人
に
粟
吊
を
お
與
え
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
先
生
が
〈
そ
の
事
を
〉
一
書
に
集
め
て
、
百
歳
の
者

　
　
は
某
省
に
何
人
、
某
省
に
何
人
と
し
、
九
十
・
八
十
歳
の
者
も
ま
た
同
様
に
記
し
、
名
附
け
て
「
人
瑞
録
」
と
し
、
『
昭
代
叢
書
』
に

　
　
掲
載

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
日
ま
た
手
紙
を
お
贈
り
致
し
ま
し
た
が
、
今
に
至
る
ま
で
ま
だ
學
兄
よ
り
お
返
事
を
頂

　
　
戴

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
前
の
手
紙
は
〈
股
〉
洪
喬
く
手
紙
を
途
中
で
投
げ
棄
て
て
し
ま
っ
た
人
物
。
『
世
説
新
語
』
に
見
ら
れ

　
　
る
V
に
頼
ん
で
し
ま
っ
た
〈
届
か
な
か
っ
た
〉
の
で
し
ょ
う
。
今
選
刻
し
た
『
昭
代
〈
叢
書
〉
』
乙
集
は
、
や
は
り
先
生
の
ご
指
摘
を

　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
希
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
孔
荷
任
は
自
作
や
甥
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
金
徳
純
の
「
旗
軍
志
」
〈
乙
1
0
＞
や
程
石
麟
の
「
鶴
鶉
譜
」
〈
丙
4
9
＞
の
掲
載
も
薦

（11）



　
　
　
　
　
　

め

て
い

る
。
そ
れ
に
封
し
て
張
潮
は
「
大
著
の
「
人
瑞
録
」
「
出
山
異
敷
記
」
及
び
金
素
老
の
「
旗
軍
志
」
、
ま
た
「
鶴
鶉
譜
」
種
々
、
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

に

ご

威
光
を
拙
選
『
〈
昭
代
〉
叢
書
』
乙
集
中
に
お
借
り
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
返
信
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
孔
爲
任
は
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

提
供
す
べ
き
作
品
を
用
意
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
作
品
の
分
量
が
多
い
こ
と
も
あ
り
張
潮
に
寄
せ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
陸
次
雲
・
高
士
奇
（
一
六
四
五
ー
1
七
O
四
）
に
つ
い
て
は
、
以
前
他
誌
で
も
述
べ
た
が
、
『
昭
代
叢
書
』
關
連
の
件
に
つ
い
て
改
め
て

説
明
し
て
お
く
。
陸
次
雲
の
作
品
は
張
潮
の
三
種
の
叢
書
全
て
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
も
ま
た
『
古
今
文
檜
』
等
の
叢
書
を
編
纂
し
て
お

り
、
作
品
牧
集
の
た
め
各
地
に
赴
い
て
い
た
。
張
潮
は
陸
次
雲
の
作
品
を
自
身
の
叢
書
に
掲
載
希
望
す
る
旨
を
し
ば
し
ば
書
簡
に
記
し
寄
せ

て
い

る
。
そ
の
際
彼
と
の
連
絡
に
は
地
理
的
に
も
近
い
王
陣
も
關
與
し
て
い
る
。

　
更
に

陸
次
雲
は
高
士
奇
と
も
親
し
く
、
張
潮
は
自
分
に
代
わ
っ
て
高
士
奇
の
作
品
を
入
手
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

高
士
奇
の
作
品
は
中
々
張
潮
の
手
元
に
届
か
ず
、
幾
度
も
催
促
の
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。
張
潮
は
高
士
奇
に
書
簡
を
寄
せ
て
作
品
の
到
着
を

待
っ
た
が
、
前
述
の
通
り
、
聞
も
な
く
王
士
頑
か
ら
早
く
叢
書
（
乙
集
）
を
出
版
す
る
よ
う
催
促
が
あ
り
、
高
士
奇
の
作
品
は
乙
集
に
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

lsw
　
r
江
村
草
堂
紀
」
〈
乙
4
3
＞
の
み
が
牧
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
残
り
　
（
『
松
亭
行
紀
』
〈
丙
1
〉
、
『
雇
從
西
巡
日
録
』
〈
丙
1
〉
、
『
塞
北

小
紗
』
〈
丙
1
2
〉
）
は
丙
集
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
萬
斯
同
（
一
六
三
八
i
一
七
o
1
l
o
字
は
季
野
）
の
「
漢
魏
石
経
考
」
〈
乙
1
＞
と
「
唐
宋
石
経
考
」
〈
乙
2
＞
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
に
つ

い

て

は
、
梅
庚
（
字
は
鶏
長
）
へ
の
書
簡
に
記
載
が
あ
る
。

　
　

…
。
大
著
は
も
ち
ろ
ん
ご
威
光
を
お
借
り
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
「
石
経
考
」
は
巻
秩
が
と
て
も
多
く
、
も
し
原
則
に
照
ら
せ
ば

　
　
上
・
下
巻
に
分
け
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
ま
た
以
前
の
選
例
と
も
符
合
し
ま
せ
ん
。
も
し
〈
上
・
下
を
〉
併
せ
て
一
巻
と
す
れ
ば
百
鹸

　
　
葉
に

も
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
甚
だ
都
合
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
内
容
が
詳
細
な
文
字
の
考
語
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
敢
え

　
　
て
僧
越
な

が

ら
節
録
す
る
謹
に
も
参
り
ま
せ
ん
。
こ
の
書
は
誠
に
世
聞
で
は
訣
か
せ
な
い
書
物
で
す
。
計
書
を
愛
更
し
て
、
別
の
手
を

（12）



　
　
考
え
な
い
詳
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
窟
か
に
考
え
ま
す
に
、
上
巻
を
「
漢
魏
石
経
考
」
、
下
巻
を
「
唐
宋
石
経
考
」
と
名
附
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
來
は
上
・
下
で
一
冊
で
あ
っ
た
作
品
を
、
苦
肉
の
策
で
別
作
品
と
し
て
扱
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
こ
ま
で
し
て
掲
載
し

た
の
は
、
著
名
な
文
人
で
あ
る
萬
斯
同
の
作
品
を
何
と
し
て
も
叢
書
に
入
れ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
萬
斯
同
と
梅
庚
の
關
係
は

不
明
で
あ
る
。

　
以
上
、
五
名
の
人
物
に
關
す
る
編
輯
事
情
に
つ
い
て
簡
軍
に
見
て
み
た
が
、
彼
ら
の
作
品
や
そ
の
周
邊
の
人
物
の
作
品
を
な
る
べ
く
探
用

し
掲
載
し
た
い
と
考
え
る
張
潮
の
意
圖
が
窺
え
る
。

3
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
②
－
編
集
作
業
の
實
例
ー

（13）

　
本
節
で
は
、
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
作
業
の
實
例
と
し
て
王
陣
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
王
陣
（
一
六
三
六
1
？
。
字
は
丹
麓
。
漸
江
仁
和
〈
杭
州
〉
の
人
）
に
つ
い
て
は
既
に
拙
論
で
述
べ
て
い
る
通
り
、
當
時
の
杭
州
文
壇
の

重
鎭
で
あ
り
、
三
毛
〈
毛
奇
齢
・
毛
先
序
・
毛
際
可
〉
・
西
冷
十
子
・
呉
儀
一
・
陸
次
雲
・
方
象
瑛
等
、
杭
州
を
中
心
に
江
南
一
帯
で
幅
廣

い

交
遊
關
係
を
有
し
て
お
り
、
張
潮
の
交
遊
關
係
と
重
な
る
部
分
も
多
い
。
張
潮
編
纂
の
叢
書
の
う
ち
、
王
陣
が
集
め
た
作
品
は
少
な
く
な

い
o
張
潮
の
叢
書
と
り
わ
け
『
檀
几
叢
書
』
（
共
編
）
と
『
昭
代
叢
書
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
編
纂
・
刊
行
の
重
要
な
キ
ー
マ
ン
の
一
人
で
あ

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
張
潮
は
附
表
4
の
よ
う
に
王
陣
と
多
藪
の
書
簡
を
雁
酬
し
て
お
り
（
『
友
聲
』
2
8
通
、
『
偶
存
』
3
5
通
）
、

そ
の
内
容
は
編
輯
に
關
す
る
も
の
が
塵
倒
的
に
多
く
、
中
で
も
『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
内
容
を
含
ん
だ
書
簡
は
お
よ
そ
『
偶
存
』
は
全
禮

の

ー
／
3
、
『
友
聲
』
は
2
／
3
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
を
見
る
と
、
そ
の
編
輯
状
況
の
一
端
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
王
陣
は
共
編
の



『
檀
几
叢
書
』
だ
け
で
は
無
く
、
『
昭
代
叢
書
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
作
品
の
牧
集
や
校
閲
等
を
含
め
た
編
集
作
業
に
密
接
に
關
與
し
て
い
た

様
子
を
窺
う
事
が
で
き
る
。
張
潮
の
叢
書
編
纂
活
動
に
お
け
る
最
大
の
援
助
者
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以
下
、
集
ご
と
に
關
連
書
簡

を
見
て
み
よ
う
。

　
①
甲
集
の
編
纂
に
つ
い
て

　
　
…
謹
ん
で
お
手
紙
を
拝
讃
し
ま
す
と
、
毎
年
五
十
種
の
作
品
を
刊
刻
し
て
私
に
託
し
た
い
と
い
う
お
思
い
の
よ
う
で
す
ね
。
書
架
を
調

　
　
べ
て
見
る
と
、
す
で
に
七
・
八
種
を
得
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
〈
こ
れ
ら
は
〉
誤
り
を
訂
正
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
來
年
刊

　
　
刻
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
廣
く
＜
作
品
を
〉
捜
索
し
て
命
に
報
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
諭
を
被
っ
た
書
名
で
す

　
　
が
、
昨
年
ご
指
示
通
り
に
定
ま
り
ま
し
た
。
〈
『
檀
几
叢
書
』
の
〉
前
集
・
二
集
は
あ
な
た
の
お
名
前
が
巻
首
に
あ
り
、
私
の
名
は
そ
の

　
　
次
に
入
れ
ま
し
た
。
或
い
は
す
べ
て
拙
著
を
牧
め
て
ま
た
別
友
の
校
閲
を
用
い
る
と
い
う
の
は
最
も
妥
當
で
す
。
今
『
昭
代
叢
書
』
と

　
　
改
題
す

る
と
い
う
の
は
、
至
善
の
策
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
愚
考
し
ま
す
に
、
初
集
で
あ
れ
ば
こ
の
名
前
を
用
い
る
の
は
妙
案
で
す
。

　
　
〈
し
か
し
〉
こ
れ
〈
『
檀
几
叢
書
』
二
集
の
こ
と
か
〉
を
改
め
る
と
な
る
と
、
き
っ
と
〈
書
〉
坊
聞
で
刊
行
し
て
も
、
し
ば
ら
く
の
聞
滞

　
　
る
こ
と
を
免
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
人
々
が
こ
の
叢
書
を
目
に
し
た
時
、
き
っ
と
二
集
が
あ
る
と
思
う
で
し
ょ
う
。
も
し
奮
名
〈
『
檀
几

　
　
叢
書
』
〉
に
よ
っ
て
初
集
を
購
入
し
た
者
は
、
〈
『
檀
几
叢
書
』
〉
二
集
が
あ
る
の
を
聞
け
ば
、
き
っ
と
買
っ
て
全
て
揃
え
よ
う
と
す
る
で

　
　
し
ょ
う
。
或
い
は
先
に
〈
『
檀
几
叢
書
』
〉
二
集
を
買
う
者
は
、
き
っ
と
初
集
も
求
め
、
買
っ
て
合
壁
と
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
今

　
　
別
名
に
愛
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
『
檀
几
〈
叢
書
〉
』
を
所
有
し
て
い
る
者
は
、
必
ず
し
も

　
　
『
昭
代
〈
叢
書
〉
』
を
購
入
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
『
昭
代
〈
叢
書
〉
」
を
所
有
し
た
者
は
、
更
に
『
檀
几
〈
叢
書
〉
』
を
探
そ
う
と
し
な

　
　
い

で

し
ょ
う
。
情
勢
は
ご
覧
の
通
り
で
す
。
も
し
、
拙
作
が
あ
る
か
ら
嫌
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
て
探
録
さ
れ
て
、
こ
と
ご
と
く

　
　
前
集
に
照
ら
し
て
校
閲
し
て
下
さ
い
。
別
友
の
姓
氏
を
拉
べ
る
の
も
本
當
に
妨
げ
ま
せ
ん
。
恭
く
も
、
相
談
を
受
け
て
敢
え
て
刊
行
の

（14）



　
　
計
圭
旦
を
圖
り
ま
し
た
が
、
も
し
あ
な
た
の
意
思
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
て
、
刊
行
濟
み
の
も
の
が
多
く
、
削
除
や
補
足
に
不
便
な
の
で

　
　
あ
れ
ば
、
全
て
あ
な
た
だ
け
で
お
決
め
下
さ
い
。
三
集
・
四
集
に
つ
い
て
は
、
『
昭
代
〈
叢
書
〉
』
と
い
う
名
目
に
す
る
の
は
、
す
ぐ
に

　
　
相
談
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
巷
た
だ
先
生
が
お
名
前
を
出
し
て
、
別
に
一
人
で
校
閲
し
、
採
用
し
た
五
〇
作
品
の
作
者
の

　
　
氏
名
も
ま
た
必
ず
し
も
同
様
に
拉
べ
る
必
要
は
な
く
、
初
集
・
二
集
と
別
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
て

も
処
口
め
ま
せ
ん
。
我
が
愚
考
、
格
別
な
ご
配
慮
で
ご
寛
恕
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
こ
で
は
『
檀
几
叢
書
』
初
集
の
次
に
編
纂
す
る
叢
書
を
張
潮
が
『
昭
代
叢
書
』
と
改
題
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
王
陣
は

自
ら
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
コ
一
集
」
と
は
、
文
脈
か
ら
考
え
て
『
檀
几
叢
書
』
二
集
で
は
な
く
、
『
昭

代
叢
書
』
甲
集
の
事
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
通
り
『
昭
代
叢
書
』
は
本
來
、
昭
代
（
清
代
）
の
作
者
の
作
品
の
み
を
牧
め
た
叢
書
で
あ
る
は
ず

で

あ
っ
た
が
、
實
際
は
甲
集
に
は
ま
だ
前
代
（
明
代
）
の
作
品
も
多
敷
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
手
元
に
あ
っ
た
作
品
に
明
朝
の
人
物
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

品
が
多
か
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
王
陣
は
ま
た
「
〈
黄
周
星
の
〉
「
將
就
園
記
」
〈
甲
2
3
＞
及
び
〈
沈
捷
の
〉
「
増
訂
心
相
〈
百
二
十
善
〉
」
〈
甲
1
4
〉
は
原
本
を
奉
上
し
ま
す
」

と
記
し
て
お
り
、
こ
の
両
作
品
も
王
陣
経
由
で
叢
書
に
探
録
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
②
乙
集
の
編
纂
に
つ
い
て

　
張
潮
は
王
陣
に
「
…
そ
の
『
昭
代
〈
叢
書
〉
』
乙
集
は
、
そ
れ
以
前
の
三
作
品
と
は
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
者
に
は
ま
ま
明
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の

人
物

〈
の

作
品
〉
が
有
り
ま
す
が
、
今
こ
れ
は
皆
本
朝
の
諸
公
の
著
作
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
次
雲
へ
の
書

簡
kJ

も
　
F
『
〈
昭
代
〉
叢
書
』
乙
集
は
前
三
選
と
は
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。
前
者
に
は
ま
ま
明
末
の
人
物
が
お
り
ま
す
。
こ
れ
〈
乙
集
〉
は
す

べ
て
當
代
の
亘
匠
〈
の
作
品
〉
で
、
す
で
に
四
十
種
で
、
ま
だ
十
飴
種
を
歓
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
所
に
意
に
適
う
作
品
が
ご
ざ
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

た
ら
、
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。



王
埠

は
ま
た
次
の
よ
う
な
書
簡
を
張
潮
に
寄
せ
て
い
る
。

　
　
（
『
昭
代
叢
書
』
は
來
年
二
集
〈
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
〉
を
刊
刻
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
携
わ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
下
さ

　
　
い
o
き
っ
と
先
生
の
た
め
に
一
、
二
種
〈
の
作
品
〉
を
捜
し
求
め
て
、
〈
先
生
の
〉
採
澤
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
如
何
で
し
ょ
う
。

　
　
柴
虎
老
〈
柴
紹
柄
、
字
は
虎
臣
。
一
六
＝
パ
ー
一
六
七
〇
〉
の
著
作
に
十
九
種
が
有
り
ま
す
が
、
た
だ
一
枚
の
封
面
を
得
た
だ
け
で
、

　
　
ま
だ
一
字
も
版
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
十
九
種
の
う
ち
、
種
ご
と
に
極
め
て
簡
約
に
し
た
も
の
1
1
0
枚
を
入
手
し
ま
し
た
が
、

　
　
選
澤

す
べ
き
も
の
が
有
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
ご
子
息
〈
柴
紹
柄
の
子
、
柴
世
堂
の
こ
と
か
〉
の
所
よ
り
、
詩
文
集
中
の
記
一
篇
を
採
用

　
　
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
彼
は
再
三
私
に
懇
切
に
必
ず
選
内
に
探
用
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。
可
否
を
知
り
ま
せ

　
　
ん
の
で
、
私
は
敢
え
て
濁
断
で
決
め
ま
せ
ん
。
ご
回
答
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。
陸
雲
老
〈
陸
次
雲
、
字
は
雲
士
〉
は
江
陰
に
縣
令
と
な
っ

　
　
て
以
來
、
郷
里
〈
漸
江
銭
塘
〉
に
お
戻
り
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
刊
刻
し
た
集
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

　
　
全
て

ま
だ
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
顧
寧
老
〈
顧
炎
武
、
字
は
寧
人
〉
の
「
日
知
録
」
で
す
が
、
私
の
所
の
書
坊
で
は
僅
か
し
か
有

　
　
り
ま
せ
ん
。
私
は
〈
杭
州
の
？
〉
貢
院
の
前
〈
の
店
？
〉
で
見
た
こ
と
が
有
り
ま
す
が
、
そ
の
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
皆
古
を
考

　
　
え

今
に

照
ら
し
、
誤
り
を
訂
正
し
疑
義
を
耕
讃
し
た
も
の
で
す
。
『
事
物
原
始
』
〈
明
・
徐
炬
編
〉
、
『
葦
書
備
考
』
〈
明
・
蓑
黄
編
〉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

　
　
類
も
採
取
す
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
も
し
必
ず
そ
の
書
を
入
手
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
本
庭
に
求
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
）

　
以
上
の

よ
う
に
、
王
陣
は
張
潮
の
方
針
や
希
望
に
從
い
、
『
昭
代
叢
書
』
に
探
録
す
べ
き
作
品
を
捜
索
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く

入
手
出
來
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、
柴
紹
柄
の
十
九
種
は
、
張
潮
が
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
の
凡
例
で
作
品
の
原
本
を
募
集
し
て
い

る
も
の
の
一
つ
と
し
て
畢
げ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
或
い
は
王
陣
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
王
陣
は
柴
紹
柄
と
同
郷
で
交

遊
が

あ
り
、
そ
の
子
息
柴
世
堂
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
張
潮
も
柴
世
堂
と
交
遊
が
あ
り
、
書
簡
の
雁
酬
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
王
陣
は
張
潮
に
「
今
年
〈
『
昭
代
叢
書
』
〉
乙
集
と
〈
『
檀
几
叢
書
』
〉
鯨
集
は
結
局
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
が
先
に
刊
刻
さ
れ
る
の
で
し
ょ

（16）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

う
か
、
ぜ
ひ
と
も
お
教
え
く
だ
さ
い
」
と
尋
ね
て
お
り
、
　
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
と
『
檀
几
叢
書
』
鯨
集
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
時
拉
行
し
て
編

集

さ
れ
、
刊
行
を
豫
定
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
王
陣
は
更
に
「
來
年
ま
ず
〈
『
昭
代
叢
書
』
〉
乙
集
を
刊
行
す
る
の
は
如
何
で
し
ょ
う
。

ま
し
て
『
檀
几
叢
書
』
は
す
で
に
二
集
ま
で
有
り
ま
す
。
　
『
昭
代
〈
叢
書
〉
』
は
も
と
も
と
先
生
の
専
選
の
書
で
あ
り
、
乙
集
は
尤
も
御
座

な
り
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
上
選
定
〈
さ
れ
た
作
品
〉
は
す
で
に
三
、
四
十
種
有
り
ま
す
。
五
十
の
歎
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ば
、
ま
だ
三
種
ほ
ど
謹
呈
す
る
こ
と
は
容
易
で
す
」
と
述
べ
、
更
に
乙
集
に
入
れ
る
べ
き
作
品
を
準
備
し
て
い
た
。

　
王
陣
は
完
成
し
た
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
に
つ
い
て
、
杭
州
方
面
の
知
人
の
郵
迭
分
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、

F
こ
の
他
、
〈
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
〉
四
部
は
、
毛
大
可
〈
奇
齢
〉
先
生
・
方
清
仁
〈
象
瑛
〉
先
生
・
毛
會
侯
〈
奇
齢
〉
先
生
及
び
呉
寳
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

〈
陳
談
〉
に
迭
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
代
わ
り
に
お
迭
り
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
四
人
は
皆
『
昭
代
叢
書
』

に

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
毛
奇
齢
・
方
象
瑛
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
れ
た
作
品
以
外
に
更
に
作
品
を
預
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

R

て
い

た
が
、
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
り
、
分
量
が
多
か
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
掲
載
は
見
途
ら
れ
揃
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
③
丙
集
の
編
纂
に
つ
い
て

　
丙
集
も
作
品
の
藪
が
不
足
し
、
そ
の
掲
載
作
品
を
探
し
求
め
る
の
に
苦
心
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
王
陣
は
自
身
の
作
品
も
含
む
幾
つ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

作
品
を
随
時
張
潮
の
元
に
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
王
陣
は
前
述
の
通
り
杭
州
近
邊
の
文
人
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
績
々
と
作
品
候
補
を
張
潮

に

寄
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
…
〈
毛
〉
西
河
〈
先
野
〉
の
「
大
小
宗
通
繹
」
　
「
喪
禮
吾
説
篇
」
は
す
で
に
捜
し
求
め
、
拉
び
に
「
大
禮
議
〈
辮
〉
」
「
昏
禮
辮
正
」
あ

　
　
わ
せ
て
四
種
献
上
致
し
ま
し
た
が
、
丙
集
に
探
用
し
得
る
者
が
有
り
ま
す
か
。
…
呉
江
の
徐
電
老
〈
名
は
銑
〉
の
「
詞
苑
叢
談
」
の
う

　
　
ち
、
　
「
本
朝
紀
事
一
巻
」
〈
「
南
州
草
堂
詞
話
」
〈
丙
3
2
〉
の
こ
と
か
〉
を
探
用
し
選
に
入
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
お
忘
れ
無
き

　
　
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
銚
廷
傑
の
「
戒
淫
録
」
〈
丙
1
9
〉
は
も
し
見
本
が
有
れ
ば
、
先
に
1
峡
を
印
刷
し
て
頂
き
、
閲
讃
さ
せ
て
下



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
さ
い
。
…
唐
翼
修
〈
彪
〉
の
「
身
易
」
〈
丙
2
9
〉
は
丙
集
に
掲
載
し
て
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
張
潮
は
「
…
ま
た
毛
粛
山
〈
奇
齢
〉
の
諸
種
及
び
呉
野
老
〈
儀
一
〉
・
洪
肪
老
く
昇
V
の
種
々
〈
の
作
品
〉
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
痛
快
で

す
。
そ
の
内
コ
ニ
年
喪
」
〈
「
三
年
服
制
考
」
〈
丙
7
＞
の
こ
と
か
〉
の
一
段
は
、
ち
ょ
う
ど
私
の
考
え
と
符
合
し
て
お
り
、
も
っ
と
も
ぴ
っ

　
　
　
　
　
　
の
　

た

り
と
し
ま
す
」
と
あ
り
、
王
陣
か
ら
毛
奇
齢
・
呉
儀
一
・
洪
昇
等
の
作
品
も
次
々
と
届
け
ら
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。
同
書
簡
で
張
潮
は

F唐
翼
老
〈
彪
〉
の
「
身
易
」
も
ま
た
ご
威
光
を
お
借
り
し
て
丙
集
に
入
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ま
た
定
額
に
足
り
ま
せ
ん
。
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

は
私
の
た
め
に
お
心
に
留
め
て
下
さ
り
、
感
激
に
堪
え
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
そ
の
す
ぐ
後
の
書
簡
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

　
先
の

書
簡
で
差

し
上
げ
た
中
に
、
徐
電
登
〈
銑
〉
の
「
〈
南
州
草
堂
〉
詞
話
」
〈
丙
3
2
〉
の
見
本
と
挑
升
老
く
廷
傑
V
の
「
戒
淫
録
」

　
　
〈
丙
1
9
〉
が
有
り
ま
す
。
洪
肪
老
〈
昇
〉
の
填
詞
は
眞
に
白
描
の
名
手
で
、
元
人
の
お
株
を
奪
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
そ
の
著
『
長
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
殿
傳
奇
』
の
刻
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
部
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
更
に

張
潮
t
g
　
r
〈
『
昭
代
叢
書
』
〉
丙
集
は
今
す
で
に
四
十
齢
種
の
作
品
を
得
ま
し
た
。
高
澹
人
〈
高
士
奇
〉
先
生
に
「
金
驚
退
食
筆
記
」

が

あ
り
ま
す
が
、
目
下
卒
湖
へ
つ
い
で
に
行
っ
て
〈
受
け
取
っ
て
〉
下
さ
る
方
が
お
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
書
齋
に
は
こ
の
作
品
が
お
有
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょ
う
か
。
或
い
は
所
在
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
」
と
す
る
。
高
士
奇
の
作
品
は
丙
集
に
複
敷
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
傳
達
に
は
王
陣
も

關
與
し
て
い
た
。
な
お
、
「
金
驚
退
食
筆
記
」
は
『
昭
代
叢
書
』
に
は
牧
め
ら
れ
ず
、
呉
震
方
編
纂
の
叢
書
『
説
鈴
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ま
た
、
徐
銃
の
作
品
（
「
南
州
草
堂
詞
話
」
〈
丙
3
2
〉
）
も
王
陣
が
張
潮
に
迭
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
丙
集
で
最
後
に
掲
載
が
決
ま
っ
た
作
品
は
斬
治
荊
の
「
思
奮
録
」
　
〈
丙
4
3
〉
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
張
潮
が
彼
に
寄
せ
た
書

簡

に
、
「
『
〈
昭
代
〉
叢
書
』
丙
集
は
庇
護
に
お
す
が
り
し
て
完
成
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
佛
塔
の
尖
塔
を
乗
せ
よ
う
と
し
て
い
た

〈
と
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
〉
時
、
ま
だ
そ
の
一
種
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
く
あ
な
た
の
V
お
手
紙
を
拝
し
く
作
品
を
頂
戴

（18）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　

し
て
〉
定
額
に
足
り
る
こ
と
が
出
莱
ま
し
た
。
こ
の
種
の
ご
縁
は
決
し
て
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
斬
治
荊
は
張

潮
の
故
郷
敦
縣
の
治
縣
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
張
潮
は
王
陣
ら
の
力
を
借
り
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
『
昭
代
叢
書
』
丙
集
の
編
纂
・
刊
行
を
成
し
逐
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
④
丁
集
の
編
纂
に
つ
い
て

　
そ
の
他
、
張
潮
は
丙
集
に
績
け
て
丁
集
の
刊
行
を
企
圖
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
　
『
昭
代
叢
書
』
丙
集
の
「
凡
例
」
に
、

　
　
僕
は

己

卯
〈
康
煕
三
十
八
．
一
六
九
九
年
〉
の
歳
に
足
を
失
っ
て
〈
前
述
の
投
獄
事
件
の
こ
と
〉
以
來
、
生
計
が
苦
し
く
な
り
、
日
に

　
　
日
に
困
窮
し
て
い
き
ま
し
た
。
乙
集
の
段
階
で
既
に
難
儀
し
て
い
た
の
で
、
再
び
叢
書
の
編
集
・
出
版
を
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
舎
弟

　
　
の

木
山
〈
張
漸
の
字
〉
が
懸
命
に
〈
編
纂
を
〉
勧
あ
て
v
れ
た
こ
と
で
、
作
品
の
捜
索
や
牧
集
は
と
も
に
行
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
そ

　　一J

で

、
た
叢
圭
日
の
編
纂
作
業
を
行
う
．
」
と
と
し
バ
）
し
た
．
A
「
後
友
人
た
ち
か
ら
大
著
が
贈
り
れ
て
き
た
，
．
9
t
　
D
ば
ら
※
切
に
秘
藏
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臼

　
　
て

よ
い
機
縁
が
あ
る
の
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
あ
る
。

　
ま
た
、
王
陣
に
寄
せ
た
書
簡
に
、
　
「
今
年
の
二
月
以
來
、
雑
事
が
多
く
思
い
通
り
に
行
き
ま
せ
ん
。
丁
集
お
よ
び
「
今
塵
談
」
〈
張
潮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

作
品
か
〉
は
、
ま
だ
慌
て
て
は
お
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
更
に
他
の
書
簡
に
、

　
　
貧
困
の
鹸
生
に
、
ま
た
横
逆
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。
思
わ
ず
私
の
末
年
は
、
落
ち
ぶ
れ
て
こ
こ
ま
で
至
り
ま
し
た
。
…
丁
集
に
つ
い
て

　
　
は
、
そ
の
〈
叢
書
編
纂
を
行
う
〉
飴
力
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
　
そ
の
意
欲
は
頗
る
有
り
ま
す
。
も
し
張
生
が
生
き
て
い
て
、
　
天
の
助
け

　
　
を
得
て
、
　
生
活
に
飴
裕
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
　
き
っ
と
從
事
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
現
在
は
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
妄
想
を
抱
き
ま

　
　
せ
煙

　
と
あ
る
。



お

わ
り
に

　
以
上
、
張
潮
が
編
纂
し
た
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
、
書
簡
の
記
述
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
か
ら
張
潮
の
叢
書
編
纂
に

封

す
る
拉
々
な
ら
ぬ
意
思
が
見
て
取
れ
る
が
、
一
方
で
そ
の
諸
々
の
編
集
作
業
の
煩
雑
さ
と
困
難
さ
も
窺
え
る
。
張
潮
は
王
陣
を
は
じ
め
と

す
る
文
人
に
原
稿
の
牧
集
や
校
訂
を
依
頼
し
、
結
果
と
し
て
甲
・
乙
・
丙
の
三
集
1
5
0
作
品
を
編
纂
・
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。

　
そ

の

際
、
他
の
『
虞
初
新
志
』
や
『
檀
几
叢
書
』
等
も
同
時
拉
行
的
に
編
纂
作
業
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
叢
書
聞
で
作
品
を
や
り
繰

り
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叢
書
の
テ
ー
マ
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
王
士
頑
や
閻
若
壕
、
孔
尚
任
等
の
著
名
な
人
物
の
作
品
を
集
め
て

掲
載

し
、
叢
書
の
債
値
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
『
昭
代
叢
書
』
は
同
時
代
の
文
人
た
ち
に
讃
ま
れ
た
が
、
後
世
一

部
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
簡
の
記
述
か
ら
、
そ
の
原
型
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
　
そ
し
て
『
昭
代
叢
書
』
の
各
編
集
状
況
を
書
簡
を
通
じ
て
考
察
し
て
き
た
が
、
共
通
し
て
い
る

の

は
張
潮
が
書
簡
の
傳
達
を
通
し
て
作
品
を
や
り
と
り
し
、
編
集
作
業
を
行
い
、
叢
書
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
書
簡

の

内
容
を
概
観
す
る
だ
け
で
も
、
そ
の
編
集
状
況
の
一
端
を
把
握
す
る
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
る
。

　
本
稿
で
書
簡
に
見
ら
れ
る
三
種
の
叢
書
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
の
考
察
は
一
先
ず
完
了
と
す
る
が
、
依
然
と
し
て
不
明
な
鮎
や
新
た
な
疑

問
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
。
今
後
は
更
に
周
邊
資
料
の
調
査
も
併
せ
て
進
め
て
張
潮
の
編
集
活
動
の
詳
細
を
考
察
し
、
ひ
い
て
は
清
初
に
お

け
る
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
實
態
の
一
端
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

（20）



表

1
．
『
昭
代
叢
書
』
牧
藏
作
品
一
覧
（
暫
定
版
）

甲
集

乙
集

丙
集

作
品
名

著
者

備
考

作
品
名

著
者

備
考

作
品
名

著
者

備
考

1

更
定
文
章
九
命

王
陣

毛
朱
詩
説

閻
若
壕

漢
魏
石
経
考

萬
斯
同

2

天
官
考
異

呉
粛
公

春
秋
三
傳
異
同
考

呉
陳
瑛

唐
宋
石
経
考

萬
斯
同

3

五
行
問

呉
粛
公

讃
禮
問

呉
粛
公

五
経
今
文
古
文
考

呉
陳
談

4

學
歴
論

梅
文
鼎

十
六
國
年
表

張
楡
曾

聖
諭
樂
本
解
説

毛
奇
齢

5

改
元
考
同

呉
粛
公

第
十
一
段
錦

顧
彩

原
選

春
秋
日
食
質
疑

呉
守
一

6

進
賢
説

張
能
鱗

江
南
星
野
考

葉
饗

檀
弓
訂
誤

毛
奇
齢

7

塾
講
規
約

施
瑛

廣
祀
典
議

呉
粛
公

三
年
服
制
考

毛
奇
齢

8

夙
興
語

甘
京

師
友
行
輩
議

魏
禧

讃
史
管
見

王
載

9

家
人
子
語

毛
先
野

國
朝
誼
法
考

王
士
順

乾
清
門
奏
封
記

湯
斌

10

語
小

毛
先
辞

旗
軍
志

金
徳
純

松
亭
行
紀

高
士
奇

11

心
病
説

甘
京

原
選

封
長
白
山
記

方
象
瑛

雇
從
西
巡
日
録

高
士
奇

12

日
録
樵
説

魏
禧

琉
球
入
太
學
始
末

王
士
順

塞
北
小
紗

高
士
奇

13

観
宅
四
十
吉
群
相

周
文
偉

原
選

人
瑞
録

孔
爾
任

歴
祀
北
嶽
考

劉
師
峻

14

増
訂
心
相
百
二
十
善

沈
捷

原
選

迎
駕
紀
恩
録

王
士
順

聖
節
會
約

郭
存
會
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15

竹
渓
樵
述

股
曙

恩
賜
御
書
記

董
文
駿

荊
園
小
語

申
酒
光

16

聞
飴
筆
話

湯
傳
櫨

原
選

恭
迎
大
駕
記

徐
乗
義

荊
園
進
語

申
酒
光

17

悟
語

石
寵

原
選

暢
春
苑
御
試
恭
紀

狭
億

格
言
僅
録

王
仕
雲

18

松
渓
子

王
陣

出
山
異
数
紀

孔
筒
任

宗
規

鍾
干
序

19

讃
荘
子
法

林
雲
銘

奏
封
機
縁

鐸
道
志

戒
淫
録

挑
廷
傑

20

蒙
養
詩
教

胡
淵

原
選

塞
程
別
紀

余
菜

學
語
樵
篇

沈
思
倫

21

謝
皐
羽
年
譜

徐
沁

西
北
水
利
議

許
承
宣

観
物
篇

石
寵

22

西
華
仙
籔

王
言

廣
州
遊
覧
小
志

王
士
旗

古
國
都
今
郡
縣
合
考

閲
麟
嗣

23

將
就
園
記

黄
周
星

瀧
蜀
飴
聞

王
士
頑

周
末
列
國
有
今
郡
縣
考

閲
麟
嗣

24

敦
問

洪
玉
圖

東
西
二
漢
水
辮

王
士
頑

黄
山
史
築

陳
鼎

25

黄
山
松
石
譜

閲
麟
嗣

日
録
裏
言

魏
禧

墓
潜
随
筆

徐
懐
祀

26

外
國
竹
枝
詞

尤
個

偶
書

魏
際
瑞

寧
古
塔
志

方
棋
乾

27

西
方
要
紀

※
2

漫
堂
説
詩

宋
螢

胴
訟
繊
志
志
飴

陸
次
雲

28

安
南
雑
記

李
仙
根

然
脂
集
例

王
士
緑

演
黙
土
司
婚
禮
記

陳
鼎

29

板
橋
雑
記

余
懐

原
選

聲
韻
叢
説

毛
先
野

身
易

唐
彪

30

花
底
拾
遺

黎
逐
球

原
選

伯
子
論
文

魏
際
瑞

切
字
鐸
疑

方
中
履

31

十
眉
謡

徐
士
俊

原
選

日
録
論
文

魏
禧

西
河
詩
話

毛
奇
齢

（22）



32

秋
星
閣
詩
話

李
折

韻
問

毛
先
野

南
州
草
堂
詞
話

徐
銑

33

而
奄
詩
話

徐
増

南
曲
入
聲
客
間

毛
先
野

賓
告

葉
変
苞

34

製
曲
枝
語

黄
周
星

連
文
繹
義

王
言

廣
銭
譜

張
延
世

原
選

35

書
法
約
言

宋
曹

原
選

書
訣

孔
術
拭

諺
説

毛
先
録

36

戒
賭
文

尤
個

焦
山
古
鼎
考

王
士
線

酢
郷
約
法

葉
変
苞

37

快
説
績
紀

王
陣

原
選

痙
鶴
銘
辮

張
招

練
閲
火
器
陣
記

蒔
煕

38

庚
詞

黄
周
星

原
選

昭
陵
六
駿
賛
辮

張
招

内
家
拳
法

黄
百
家

原
選

39

酒
肚
努
言

黄
周
星

原
選

漢
甘
泉
宮
瓦
記

林
倍

貫
風
心
傳

紀
鑑

40

獺
園
膓
政

察
祀
庚

原
選

飯
有
十
二
合
説

張
英

捕
蛙
考

陳
芳
生

41

芥
茶
彙
紗

目
旦
斐

讐
津
一
筏

江
之
蘭

放
生
會
約

呉
陳
談

原
選

42

硯
林

余
懐

花
甲
敷
譜

愈
長
城

原
選

文
苑
異
稻

王
陣

43

宣
櫨
歌
註

目
旦
襲

江
邨
草
堂
紀

高
士
奇

思
奮
録

斬
治
荊

44

装
潰
志

周
嘉
冑

蕩
杜
紀
事

高
兆

原
選

知
我
録

梅
庚

45

牌
譜

鄭
旭
且

原
選

後
観
石
録

毛
奇
齢

遁
花
志

朱
顯
租

46

三
友
棋
譜

鄭
巫
日
徳

原
選

石
友
賛

王
陣

百
花
揮
詞

銭
濤

原
選

47

兵
杖
記

王
陣

書
眉
筆
談

陳
均

原
選

徐
園
秋
花
譜

呉
儀
一

48

蕩
枝
譜

陳
鼎

蛇
譜

陳
鼎

原
選

呉
章
譜

呉
林

（23）



50 49

龍
経

蘭
言

王
陣

日
旦
襲

箋
卉

竹
譜

呉
萩

陳
鼎

績
蟹
譜

鶴
鶉
譜

楮
人
穫

程
石
麟

原
選

※

1
本
表
は
、
『
昭
代
叢
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
冠
影
印
・
一
九
九
o
年
）
に
基
づ
き
作
成
し
た
が
、
書
中
に
「
原
選
」
と
し
、
r
別
集
」

　
に
移
動
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
覧
に
加
え
て
備
考
欄
に
「
原
選
」
と
明
記
し
た
。
　
※
2
安
文
思
．
利
類
思
．
南
懐
仁
等

表

2
．
『
尺
憤
友
聲
集
』
中
の
『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
書
簡
（
各
巻
別
）

巻
敷

昭
代

穂
数

年
代
（
西
暦
）

M
（指
し
出
し
人
）

甲

0

97

一
六
八
〇
以
前

な
し

乙

0

94

一
六
八
九
以
前

な
し

丙

1

94

一
六
八
九
以
前

錨

（宋
曹
）

丁

1

82

一
六
九
二

細

（李
折
）

戊

0

85

一
六
九
三

な
し

己

0

63

一
六
九
四

な
し

庚

0

76

一
六
九
五

部

（王
陣
）

辛

4

59

一
六
九
六

田

（王
陣
）
、
醐
（
沈
廷
瑞
）
、
閣
（
劉
長
會
）

壬

13

63

一
六
九
七

閲

（王（江
之
蘭
）
、
加
（
江
之
蘭
）
、
m
（
銭
岳
）
、
田
（
畢
煕
陽
）
、
阻
（
王
陣
）
、
田
（
銭
岳
）
、
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琶
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志
　
　
　
口
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口
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璽
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口
　
　
A
　
　
口
　
　
・
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、
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A
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0
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8
　
　
　
A
　
　
口
　
　
A
　
臭
　
’
王

766窪726
宝題宝陣　’陣×747≡

767薩730鍵
豊
ぼ
粛
　
’
鼎
公
7
5
4
＼
く
口
　
徐
7
3
9
　
琶
窪
　
　
・
之
　
7
5
5
蘭
　
　
　
≡
　
A
　
陸
7
4
0
　
次
　
薯
薩
　
　
・
鼎
　
7
5
6
×
　
＾
7
4
1
　
陸
＾
　
次
陳
　
雲
鼎
　
×
＼
く
　
7
5
8
7
4
2
　
　
　
A
　
　
A
　
江
王
　
之
陣
　
蘭
×
　
口
　
　
、
7
4
6

716

㊧
蘭
題

（25）

※

恥
ー
拙
稿
「
張
潮
『
尺
蹟
友
聲
集
』
『
尺
積
友
聲
偶
存
』
腫
究
資
料
編
」
表
2
の
書
簡
通
し
番
號

※

昭
代
1
『
昭
代
叢
書
』
關
連
の
書
簡
敷
　
※
穂
藪
－
巻
全
酷
の
書
簡
敷
　
※
年
代
ー
推
定
制
作
年
代



表

3
．
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
中
の
『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
書
簡
（
各
巻
別
）

巻
敷

昭
代

練
数

年
代

（西
暦
）

M
（宛
名
）

一

1

55

一
六
八
〇
前
後

44

（呉
粛
公
）

二

0

48

一
六
八
九
以
前

な
し

三

2

35

一
六
九
五
以
前

随

（江
之
蘭
）
、
田
（
冒
丹
書
）

四

4

44

一
六
九
五

珊

（余
懐
）
、
鵬
（
呉
粛
公
）
、
皿
（
冒
丹
書
）
、
瑚
（
王
曄
）

五

13

39

一
六
九
六
、
七

珊

（（王（王
陣
）

六

7

30

＝
ハ
九
七
、
八

脳

（畢
煕

祝

（閻
若
壕
）

七

19

43

一
六
九
九

麗

（
呉

脇

（王
士

（注
士

方
象
瑛
）
、
劉
（
高
士
奇
）
、
捌
（
沈
思
倫
）
、
捌
（
鐸
元
運
）

八

17

44

一
七
〇
〇

獅

（嶽

陸
次（王

士翻

（斬
治
荊
）
、
鵬
（
萬
斯
同
）
、
細
（
徐
銑
）
、
皿
（
王
陣
）
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± ．十 九

2 5 15

28 48 42

毛
，
〇
四

一
七
〇
二
、

三
竺

表

4
．
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る

　
　
　
　
珊
（
斬
治
荊
）
、
測
（
沈
思
倫
）
、
皿
（
高
士
奇
）
、

　
　
　
　
名
世
）
、
顕
（
王
陣
）
、
鰯
（
王
埠
）
、
蹴
（
王
陣
）
、

　
　
　
　
（
呉
義
一
）
、
細
（
江
洪
度
）
、
粥
（
斬
治
荊
）
、
纏

　
　
　　
捌
（
江
士
鉱
）
、
蹴
（
斬
治
荊
）
、
，
鵠
（
萬
世
標
）
、

　
　
　
　
姻
（
王
陣
）
、
姐
（
張
庸
徳
）

　
　
　
恥
－
拙
稿
「
張
潮
『
尺
墳
友
聲
集
』
『
尺
憤
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
表
3
の
書
簡
通
し
番
號

『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
書
簡
の
宛
名
（
偶
存
）
と
差
出
人
（
友
聲
）
〈
五
十
音
順
〉

棚

（王
陣
×

A　　　　、

孔　　343
筒370＾
廷緒轟　人×

424 馨347

A 、

王
陣
）

　A372程＾元

斬愈
治×
芭352

、

　A374戴

M
1

氏
　
名

字
・
號
・
出
身

偶
（
総
／
昭
）

友

（総
／
昭
）

備
考

愛
新
畳
羅
岳
端

字は
正
子
・
兼
山
、
號
は
紅
蘭
（
室
）
主
人
。
河
北
遷
安
。

16

／
2

2
／
0

2
1
3

閻
若
壕

字

は
百
詩
、
號
は
潜
丘
。
山
西
太
原
。

2
／
1

3
／
1

作
者

（
1
）
1
毛
朱
詩
説
〈
乙
1
＞

王
陣

字
は
安
節
、
號
は
芥
子
園
。
漸
江
秀
水
。

3
／
0

1
／
1

4

王
士
頑

字は
胎
上
、
號
は
玩
亭
・
漁
洋
山
人
。
山
東
新
城
。

18

／
12

12

／
且

作
者

（

球
入

〈乙

乙
2
4
＞

（27）



5

王
陣

字
は
丹
麓
、
號
は
木
篭
。
漸
江
仁
和
。

35

／
14

28

／
21

作
者

（
子

〈

伎
記

〈

〈
乙

4
6
＞
、
文
苑
異
稻
〈
丙
4
2
＞

6
7

圧
洪
度

字
は
干
鼎
。
安
徽
敷
縣
。

2
／
1

0
／
0

注
頴

字
は
遮
漁
。
安
徽
歎
縣
。

0
／
0

1
／
1

8

江
士
鉱

原名
徴
遠
、
字
は
扶
農
、
號
は
栗
亭
・
四
顧
山
房
。
安
徽
敷
縣
。

10

／
2

17

／
2

9

何
圖

字

は
義
文
。
吉
林
長
白
。

1
／
0

2
／
1

洪
天
桂
と
連
名
の
書
簡
。

10

葛
常
夏

字

は
文
度
。
江
蘇
准
安
。

3
／
0

3
／
1

11

姜
實
節

字

5
／
0

9
／
1

12

斬
治
荊

字

は
熊
封
、
號
は
書
樵
・
雁
臣
。
嬢
黄
旗
。

6
／
5

7
／
2

作
者

（
1
）
ー
思
奮
録
〈
丙
4
3
＞

13

胡
復
亨

字

は
會
來
。
湖
北
黄
州
。

0
／
0

2
／
1

14

呉
儀
一

字
は
録
見
。
漸
江
杭
州
。

2
／
1

1
／
0

作
者

（
1
）
ー
徐
園
秋
花
譜
〈
丙
4
7
＞

15

呉
粛
公

7
／
6

17

／
3

作
者

（
5
）
ー
天
官
考
異
〈
甲
2
＞
、
五
行
間
〈
甲
3
＞
、
改
元
考
同
〈
甲
5
＞
、
讃
禮
問
〈
乙
3
＞
、
廣
祀
典
議
〈
乙
7
＞

（28）



1
6
1
7

呉
陳
談

字
は
寳
崖
。
漸
江
銭
塘
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

7
／
2

8
／
2

作
者

（

纏
丙
4
1
＞

江
之
蘭

字

は
含
徴
、
號
は
文
房
。
安
徽
敷
縣
。

13

／
2

15

／
5

作
者

（
1
）
1
讐
津
一
筏
〈
乙
4
1
＞

18

孔
伺
任

字
は
聰
之
、
號
は
東
塘
。
山
東
曲
阜
。

18

／
5

20

／
4

作
者

（

敷
紀

〈
乙
1
8
＞

19

高
士
奇

字
は
澹
人
、
號
は
江
村
。
漸
江
銭
塘
。

4
／
4

1
／
0
作
者
（
4
）
1
江
邨
草
堂
紀
〈
乙
4
3
＞
、
松
亭
行
紀
〈
丙
1
0
＞
、
雇
從
西
巡
日
録
〈
丙
1
1
＞
、
塞
北
小
⑨
〈
丙
1
2
＞

20

洪
天
桂

字
は
秋
巖
。
吉
林
長
白
。

1
／
0

1
／
1

何
圖
と
連
名
の
書
簡
。

21

黄
雲

字
は
仙
裳
、
號
は
奮
蕉
。
江
蘇
泰
州
。

3
／
1

14

／
0

22

鐸
元
運

字
は
泊
三
、
號
は
櫟
亭
。
江
蘇
鎭
江
。

2
／
1

3
／
0

徐
銑

字
は

電
登
、
號
は
虹
亭
。
江
蘇
蘇
州
。

1
／
1

0
／
0

作
者
（
1
）
－
南
州
草
堂
詞
話
〈
丙
3
2
＞

2
3
2
4

徐
登

字
は
套
侯
。
江
蘇
蘇
州
。

0
／
0

2
／
1

25

章
大
來

字

は
泰
占
。
漸
江
山
陰
。

0
／
0

1
／
1

26

粛
陽

字

は
也
堂
。
江
蘇
江
都
。

0
／
0

1
／
1

2
7
2
8

沈
思
倫

字
は
契
掌
、
號
は
閑
吾
。
安
徽
池
州
。

8
／
2

4
／
2

作
者
（
1
）
1
學
語
榛
篇
〈
丙
2
0
＞

沈
廷
瑞

字
は

兆
符
。
安
徽
宣
城
。

1
／
0

1
／
1

（29）



29

銭
岳

字

は
慈
生
、
號
は
十
青
。
江
蘇
蘇
州
。

1
／
0

H
／
2

30

銭
壽
珍

字
は

次
辰
。
江
蘇
京
口
。

1
／
0

1
／
1

31

沈
藷
貞

字

は
力
仁
、
號
は
樂
山
。
安
徽
宣
城
。

0
／
0

5
／
1

32

宋
曹

字

は
彬
臣
、
號
は
射
陵
。
江
蘇
監
城
。

2
／
1

0
／
0

作
者

（
1
）
－
書
法
約
言
〈
甲
3
5
＞

33

宋
螢

字

は
牧
仲
、
號
は
漫
堂
。
河
南
商
丘
。

1
／
1

0
／
0

作
者

（
1
）
ー
漫
堂
説
詩
〈
乙
2
7
＞

34

戴
名
世

4
／
1

0
／
0

35

楮
人
穫

字

は
稼
軒
。
號
は
石
農
。
江
蘇
長
洲
。

2
／
1

2
／
0

作
者

（
1
）
ー
績
蟹
譜
〈
丙
5
0
＞

36

張
英

字は
敦
複
、
號
は
樂
圃
、
論
は
文
端
。
安
徽
桐
城
。

1
／
1

1
／
0

作
者

（
1
）
－
飯
有
十
二
合
説
〈
乙
4
0
＞

37

張
鼎
望

字

9
／
1

6
／
2

親
族
。

38

張
庸
徳

字
は
紫
裳
。
江
蘇
江
都
。

3
／
1

4
／
0

39

趙
吉
士

字

は
天
羽
、
號
は
恒
夫
。
安
徽
休
寧
。

3
／
1

2
／
2

40

陳
鼎

字
は
定
九
、
號
は
子
重
・
留
渓
。
湖
南
黙
中
［
漸
江
江
陰
と
も
］
。

1
／
1

7
／
4

作
者

（

乙丙
2
4
＞
、
損
黙
土
司
婚
禮
記
く
丙
2
8
V

41

程
元
愈

字
は
借
柳
。
安
徽
敦
縣
。

3
／
2

6
／
3
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42

狭
億

字
は
立
人
、
號
は
向
濤
。
江
蘇
漂
陽
。

6
／
1

2
／
0

43

斐
廣
年

不
明
。

1
／
1

0
／
0

44

播
介

字

は
幼
石
。
安
徽
院
城
。

1
／
0

4
／
1

45

梅
庚

字は
綱
長
、
號
は
雪
坪
・
聴
山
居
士
。
安
徽
宣
城
。

2
／
1

4
／
2

作
者

（
1
）
1
知
我
録
〈
丙
4
4
＞

46

萬
斯
同

字
は
季
野
。
漸
江
鄭
縣
。

1
／
1

0
／
0

作
者

（

宋
石
経
考
〈
丙
2
＞

47

萬
世
標

字

は
子
建
。
漸
江
寧
波
。

1
／
1

1
／
1

萬
斯
同
の
子
。

48

畢
煕
陽

字

は
右
萬
、
號
は
隅
谷
。
安
徽
敷
縣
。

5
／
1

13

／
1

49

閲
麟
嗣

字
は
賓
連
、
號
は
撤
庵
。
安
徽
敦
縣
。

0
／
0

9
／
2

作
者

（

國
都
今
郡
縣
合
考
〈
丙
2
2
＞
、
周
末
列
國
有
今
郡
縣
考
〈
丙
2
3
＞

50

方
象
瑛

字
は
清
仁
。
漸
江
逐
安
。

2
／
2

1
／
0

作
者

（
1
）
ー
封
長
白
山
記
〈
乙
H
＞
、

51

毛
奇
齢

字

は
大
可
、
號
は
西
河
。
漸
江
粛
山
。

2
／
1

1
／
1

作
者

（

樂
本

三
年
服

丙
3
1
＞

52

毛
際
可

字
は
會
侯
、
號
は
鶴
肪
。
漸
江
逐
安
。

3
／
1

5
／
3

（31）



53

冒
丹
書

字

は
青
若
、
號
は
卯
君
。
江
蘇
如
皐
。

12

／
2

3
／
0

目
旦
襲
の宣

櫨
歌
註

〈甲
4
3
＞
・
蘭
言
く
甲
4
9
V
）

54

尤
桐

字は
展
成
、
號
は
悔
蓄
・
西
堂
老
人
。
江
蘇
長
洲
。

3
／
2

5
／
0

作
者

（

賭
文
〈
甲
3
6
＞
序
文
制
作
。

55

余
懐

字

8
／
1

14

／
0

作
者
（
2
）
ー
板
橋
雑
記
〈
甲
2
9
＞
、
硯
林
〈
甲
4
2
＞

56

余
蘭
碩

0
／
0

8
／
1

余
懐
の
子
。

57

楊
文
蔭

字

は
龍
御
。
安
徽
敦
縣
。

0
／
0

1
／
1

58

李
折

0
／
0

1
／
1

59

李
澄

字

は
季
子
、
號
は
礪
園
。
江
蘇
興
化
。

1
／
0

1
／
1

60

陸
次
雲

字
は
雲
士
。
漸
江
銭
塘
。

5
／
5

5
／
1

作
者

（
1
）
ー
胴
姶
繊
志
志
鹸
〈
丙
2
7
＞

61

劉
長
會

字
は
與
僧
。
山
西
。

0
／
0

1
／
1

62

林
倍

字
は

吉
人
、
號
は
鹿
原
。
幅
建
侯
官
。

0
／
0

1
／
1

作
者

（
1
）
ー
漢
甘
泉
宮
瓦
記
〈
乙
3
9
＞

（32）

※

纏
／
虞
ー
各
人
物
の
書
簡
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
書
簡
の
線
敷
／
『
昭
代
叢
書
』
に
關
す
る
書
簡
敷
。
　
※
作
者
ー
『
昭
代
叢
書
』
に

　
作
品
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
者
。
（
）
は
牧
録
作
品
敷
。
た
だ
し
、
甲
・
乙
・
丙
集
に
限
る
。
作
品
名
下
の
〈
　
〉
は
所
在
巻
敷
。

※

参
考
ー
出
身
地
別
一
覧
　
安
徽
1
7
（
敦
縣
8
・
宣
城
4
・
桐
城
2
・
池
州
1
’
休
寧
1
・
院
城
1
）
揚
州
2
　
漸
江
1
2
（
銭
塘
3
・



仁

和
［
杭
州
］
2
．
逐
安
2
．
秀
水
1
・
山
陰
1
・
鄭
縣
1
・
粛
山
1
・
寧
波
1
）
　
江
蘇
1
3
（
長
洲
2
・
京
口
2
・
興
化
2
・
漂

陽
1
．
泰
州
1
．
准
安
1
．
鎭
江
1
・
蘇
州
1
・
臨
皿
城
1
・
如
皐
1
）
　
幅
建
3
（
甫
田
2
・
侯
官
1
）
　
山
東
3
（
新
城
1
・
莱

陽

1
．
曲
阜
1
）
湖
北
黄
州
1
　
湖
南
黙
中
1
［
漸
江
江
陰
と
も
］
　
陳
西
痙
陽
1
　
河
北
遷
安
1
　
河
南
商
丘
1
　
山
西
太
原

1
　
吉
林
長
白
2
　
八
旗
ー
鑛
黄
旗
1
　
不
明
1

注（1
）

（2
）

（3
）

（4
）

（5
）

（6
）

（7
）

（8
）

（9
）

（1
）

（1
1
）

Y張
潮
『
虞
初
新
志
』
の
編
集
状
況
ー
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
四
號
・
1
1
0
一
五
年
三
月
）
、
「
張
潮
『
檀
几

叢
書
』
の
編
集
状
況
－
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
五
號
・
二
〇
一
六
年
三
月
）

影
印
本
と
し
て
上
海
古
籍
出
版
杜
本
（
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
れ
を
使
用
す
る
。

日
本
で
は
國
立
國
会
圖
書
館
・
國
立
公
文
書
館
・
東
洋
文
庫
・
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
等
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。

國
立
國
会
圖
書
館
所
藏
。

r＜＜

昭
代
叢
書
》
甲
、
乙
、
丙
三
集
有
康
煕
三
十
六
年
（
一
六
九
七
）
張
氏
詣
清
堂
刊
本
，
纏
有
嘉
慶
年
坊
間
翻
板
，
抽
添
改
鼠
甚
多
。
楊
氏
丁
戊
庚

辛
五
集
賊
文
，
題
作
「
《
昭
代
叢
書
五
編
題
蹟
》
」
，
有
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
1
八
）
刊
本
；
沈
氏
輯
補
涯
刊
足
本
十
一
集
，
則
有
道
光
年
間
世
楷
堂

刊
本
通
行
。
光
緒
二
年
徳
清
愈
越
曾
爲
撰
序
重
印
」

F敦
縣
張
山
來
昭
代
叢
書
甲
乙
丙
三
集
、
成
於
康
煕
乙
亥
癸
未
間
。
越
七
十
餓
年
。
吾
邑
楊
慧
棲
先
生
踵
輯
新
編
・
績
編
・
廣
編
・
績
編
・
別
編
。
両

公
先
後
華
巻
盈
四
百
」
云
々
と
あ
る
。

な
お
、
本
論
で
『
昭
代
叢
書
』
所
収
作
品
を
提
示
す
る
場
合
は
、
同
表
に
從
っ
て
「
更
定
文
章
九
命
」
〈
甲
1
＞
の
如
V
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
昭
代
叢
書
』
乙
集
の
序
文
以
外
に
複
敷
の
書
簡
で
も
言
及
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
割
愛
す
る
。

尤
桐
の
「
昭
代
叢
書
序
」
に
「
近
復
纂
昭
代
叢
書
六
峡
」
と
あ
る

r僕
性
迂
拙
干
世
事
、
一
無
所
好
、
猫
異
書
秘
笈
則
不
菅
性
命
、
以
之
嘗
欲
集
爲
一
編
以
稽
覧
。
甲
戌
初
夏
陪
王
君
丹
麓
干
西
子
湖
頭
、
出
所
輯
檀
几

叢
書
、
焚
香
共
讃
。
予
也
載
實
而
蠕
校
梓
行
世
、
頗
爲
同
人
所
賞
。
而
五
ロ
家
籏
宿
所
藏
尚
存
多
種
。
梢
加
捜
輯
、
復
成
是
編
。
…
」

例
え
ば
、
『
偶
存
』
把
「
寄
呉
實
崖
」
（
巻
七
）
に
「
乙
集
久
已
足
額
、
大
著
尚
存
敷
種
　
。
僕
他
年
或
有
恢
復
之
期
、
當
謀
丙
集
之
畢
。
大
著
五
経

今
文
古
文
考
乃
望
見
示
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
五
経
今
文
古
文
考
」
は
丙
集
に
収
め
ら
れ
た
。

（33）



（1
2
）

（1
3
）

（1
）

（1
）

（1
6
）

（1
7
）

（1
8
）

（1
）

　　　　3029
w　　v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

28　27　26　25　24　23　22　21　20
v　　　　v　　　　w　　　　v　　　　v　　　　Vl　　　　v　　　　v　　　　v

前
掲

「
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
虞
初
新
志
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
」
1
6
6
～
1
7
7
頁
。

と
も
に
北
京
圖
書
館
（
北
海
公
園
古
籍
館
）
、
天
津
圖
書
館
、
ア
メ
リ
カ
國
會
圖
書
館
等
に
所
藏
。
乾
隆
庚
子
［
四
十
五
年
・
一
七
八
o
］
秋
鑑
・
心

齋
定
本
・
本
衙
藏
版
。
本
論
で
は
北
京
圖
書
館
本
を
使
用
す
る
。

r張
潮
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
－
『
尺
損
友
聲
集
』
及
び
『
尺
損
友
聲
偶
存
』
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
漢
學
會
誌
』
五
十
二
號
・
二
〇
＝
二
年
三
月
）
、

F張
潮
『
尺
損
友
聲
集
』
『
尺
腰
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
（
大
東
文
化
大
學
『
中
國
學
論
集
』
三
十
號
・
二
〇
一
二
年
十
二
月
）

な
お
前
掲
「
張
潮
「
尺
憤
友
聲
集
』
「
尺
蹟
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
に
從
っ
て
通
し
番
號
（
『
友
聲
』
は
表
2
、
『
偶
存
』
は
表
3
の
通
し
番
號
）

を
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
番
號
の
末
尾
に
「
b
」
が
付
い
た
も
の
は
、
同
資
料
で
番
號
が
欠
落
し
た
書
簡
で
あ
り
、
後
に
補
っ
た
も
の
で
あ
る
（
そ

の
番
號
の
後
ろ
に
入
る
）
。

『
偶
存
』
瑚
「
寄
復
孔
東
塘
主
政
」
（
巻
五
）
「
檀
几
叢
書
原
與
武
林
王
丹
老
共
事
。
今
歳
二
集
之
役
。
弟
去
年
男
有
昭
代
叢
書
之
刻
。
今
郵
呈
台
政
」

『
偶
存
』
纏
「
復
孔
東
塘
」
（
巻
九
）
　
F
…
井
拙
選
叢
書
丙
集
一
部
・
拙
著
四
種
呈
教
」

『
偶
存
』
鰯
「
寄
尤
悔
蓄
先
生
」
（
巻
F
g
）
　
r
今
春
余
湘
客
三
兄
同
呉
、
曾
以
奉
和
元
旦
大
作
二
詩
既
旦
拙
選
昭
代
叢
書
属
其
寄
祝
」

『
偶
存
』
鵬
「
上
勤
郡
王
啓
」
（
巻
F
g
）
　
r
拙
選
昭
代
叢
書
一
部
恭
呈
」
、
『
偶
存
』
捌
「
寄
紅
蘭
主
人
」
（
春
八
）
　
F
附
貢
徐
清
書
巻
一
軸
・
拙
選
昭
代
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

g

書
乙

集
一
部
、
千
所
恩
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典
籔
検
入
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『
偶
存
』
珊
「
與
朱
賛
皇
」
（
巻
五
）
「
拙
選
昭
代
叢
書
呈
教
外
六
本
井
書
寄
上
」

『
偶
存
』
皿
「
寄
王
玩
亭
先
生
」
（
巷
八
）
　
F
所
諭
叢
書
四
種
已
属
其
奉
寄
、
量
投
記
室
」

『
偶
存
』
脳
「
寄
復
陳
定
九
」
（
巷
六
）
「
今
寄
上
檀
几
叢
書
初
集
五
部
・
昭
代
叢
書
五
部
・
幽
夢
影
四
部
蟹
凱
旋
詩
歌
。
到
日
乞
検
入
」

『
偶
存
』
鵬
「
復
沈
契
掌
」
（
巷
七
）
「
甲
乙
雨
集
井
拙
刻
敷
種
附
呈
台
政
」

『
偶
存
』
珊
「
寄
王
丹
麓
」
（
巻
八
）
　
F
昭
代
叢
書
乙
集
、
幸
已
告
成
。
今
寄
上
一
部
」

『
偶
存
』
細
「
再
復
毛
會
府
明
府
」
（
巷
八
）
　
r
又
補
奉
昭
代
叢
書
甲
集
一
部
外
…
」

『
偶
存
』
蹴
「
答
家
清
濱
」
（
巻
八
）
　
r
今
補
奉
昭
代
叢
書
下
酒
物
井
三
字
経
閏
訓
」

『
偶
存
』
出
「
與
程
階
柳
」
（
巻
八
）
　
F
先
此
怖
復
乙
集
一
部
郵
奉
台
覧
」

『
偶
存
』
皿
「
復
戴
田
友
」
（
巻
九
）
　
F
拙
選
乙
集
呈
教
」

『
偶
存
』
胴
「
寄
呉
野
亮
」
（
㊨
九
）
　
r
拙
選
叢
書
乙
集
又
奮
刻
清
涙
痕
・
集
字
詩
・
聯
荘
聯
騒
各
一
部
、
柳
以
就
正
有
道
」

『
偶
存
』
柵
「
寄
江
干
鼎
」
（
巻
九
）
　
F
拙
選
丙
集
、
幸
已
告
成
、
印
出
郵
奉
台
教
」
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『偶
存
』
細
「
復
注
栗
亭
」
（
巻
十
）
　
F
拙
選
叢
書
丙
集
呈
教
」

『
偶
存
』
搬
「
寄
復
寧
波
郡
司
馬
斬
熊
封
」
（
m
p
十
）
　
r
’
”
並
附
有
新
刻
昭
代
叢
書
丙
集
↓
部
」

『
友
聲
』
錨
（
辛
集
）
「
弟
思
虞
初
新
志
及
昭
代
叢
書
藪
種
、
且
佳
刻
甚
富
。
願
得
縦
観
」

『
友
聲
』
側
（
辛
集
）
「
昭
代
叢
書
井
求
榔
閲
。
其
工
債
即
行
賓
至
引
領
以
望
」

『
友
聲
』
醐
（
壬
集
）
「
所
未
讃
者
如
昭
代
叢
書
・
虞
初
新
志
、
業
承
諾
賜
弟
不
日
三
ロ
旋
。
特
此
未
領
、
得
母
太
貧
之
請
乎
」

『
友
聲
』
㎜
（
壬
集
）
「
尊
刻
昭
代
叢
書
未
蒙
賜
教
。
然
弟
亦
不
敢
求
、
何
也
。
以
先
生
嚢
日
所
賜
甚
多
」

『
友
聲
』
田
（
壬
集
）
「
前
接
手
教
拝
領
叢
書
、
感
謝
非
可
言
蓋
。
但
僅
得
昭
代
一
集
、
而
檀
几
則
未
之
見
聞
」

「
友
聲
』
惚
（
癸
集
）
「
捧
接
瑳
函
井
拝
叢
書
六
部
之
恵
、
欣
喜
無
量
」

『
友
聲
』
側
（
癸
集
）
「
而
欲
求
先
生
之
昭
代
檀
几
雨
叢
書
者
難
、
更
僕
藪
如
王
安
節
・
襲
文
思
・
王
昆
縄
・
朱
少
文
此
藪
公
皆
当
世
海
内
大
名
士
也
。

属
之
再
三
要
索
此
書
。
而
藩
果
雨
墓
幕
中
之
王
仙
冠
・
李
雲
衣
帳
轄
相
托
索
取
此
書
」

『
友
聲
』
郁
（
癸
集
）
「
更
求
大
集
中
昭
代
、
檀
几
二
叢
書
・
虞
初
新
志
・
唐
詩
韻
牌
・
柳
復
集
・
友
聲
前
、
後
集
」

『
友
聲
』
脇
（
新
集
巷
一
）
「
千
祈
恵
教
乙
集
・
鹸
集
各
一
部
」
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『
友
聲
』
鰯
（
新
集
巻
1
1
）
　
r
但
四
書
箋
注
及
昭
代
叢
書
及
檀
几
叢
書
二
集
、
幸
勿
秘
惜
、
思
得
再
賜
以
成
全
錦
、
…
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

『
友
聲
』
肥
b
（
新
集
巻
二
）
　
F
昭
代
檀
几
二
書
計
凡
四
集
、
井
望
蒼
率
全
部
」

『
友
聲
』
皿
（
新
集
巷
四
）
二
二
日
間
、
書
騨
人
可
代
呈
昭
代
叢
書
甲
集
・
檀
几
叢
書
二
集
、
弟
已
寛
得
藏
棄
」

『
偶
存
』
鵬
「
與
呉
街
南
徴
君
」
（
巷
四
）
「
尊
著
讃
禮
問
亦
借
光
在
内
、
明
歳
方
可
成
書
也
」

『
偶
存
』
田
「
復
閻
百
詩
」
（
巻
六
）
「
燈
事
剛
完
、
忽
観
五
色
異
光
自
空
而
下
啓
械
。
審
脱
則
瑠
札
暫
天
著
毛
朱
詩
説
也
」

『
偶
存
』
蹴
「
與
呉
實
崖
」
（
巻
－
P
）
　
F
大
作
春
秋
三
傳
異
同
考
既
旦
撹
勝
圖
倶
欲
借
入
選
。
先
此
布
所
聞
云
五
纏
今
文
古
文
考
、
難
未
親
嘗
異
味
、
然
一

聞
其
名
、
已
不
勝
朶
願
　
。
祈
以
副
本
見
示
爲
荷
」

『
偶
存
』
捌
「
寄
狭
立
人
太
史
」
（
巷
七
）
「
大
著
菊
社
約
壁
御
試
恭
記
二
種
、
已
纒
借
光
一
載
檀
几
鹸
集
、
一
載
昭
代
乙
集
。
書
成
自
當
郵
呈
台
覧
也
」

『
偶
存
』
棚
「
與
編
修
方
清
仁
先
生
」
（
巻
七
）
「
…
内
欲
借
光
大
作
長
白
山
記
一
篇
、
爲
拙
選
昭
代
叢
書
之
重
」

『
偶
存
』
捌
「
復
泊
三
上
人
」
（
巻
七
）
「
…
弟
近
刻
鶴
銘
辮
及
古
鼎
鐸
文
装
成
五
十
峡
、
属
平
山
堂
麗
果
上
人
郵
至
焦
山
、
以
其
曾
卓
錫
、
干
此
有
因
。

想
不
久
當
送
、
到
今
各
奉
｝
峡
呈
閲
。
…
」

『
偶
存
』
蹴
「
寄
大
司
冠
王
玩
亭
先
生
」
（
巷
八
）
　
r
拙
選
昭
代
叢
書
乙
集
借
光
大
著
種
種
、
幸
已
成
書
」
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『
偶
存
』
珊
「
寄
趙
天
羽
前
輩
」
（
巻
八
）
　
F
拙
選
昭
代
叢
書
乙
集
一
部
内
第
十
三
巻
借
光
台
街
校
閲
」

『
偶
存
』
捌
b
F
寄
斐
廣
年
編
修
」
（
巻
八
）
　
r
拙
選
一
部
附
呈
台
覧
。
内
第
四
十
一
巻
籍
光
校
閲
」

『
偶
存
』
皿
「
寄
毛
大
可
検
討
」
（
巻
八
）
　
F
拙
選
昭
代
叢
書
乙
集
借
光
大
著
後
観
石
録
一
種
。
此
書
幸
已
告
成
、
奉
上
一
部
」

『
偶
存
』
田
「
上
龍
眠
相
公
」
（
巻
八
）
　
F
…
去
歳
大
司
冠
王
公
以
大
著
飯
有
十
二
合
説
郵
示
干
潮
。
潮
僧
輸
登
干
拙
選
昭
代
叢
書
之
内
」

『
偶
存
』
測
「
復
梅
籍
長
孝
廉
」
（
巷
八
）
　
F
…
得
奉
手
教
井
大
著
。
及
石
経
考
・
江
愛
紀
略
、
几
席
生
輝
、
拝
徳
不
淺
」

『
偶
存
』
柵
「
寄
寧
波
郡
丞
新
熊
封
」
（
巻
八
）
　
F
…
領
到
大
著
、
謹
借
光
思
奮
録
、
入
拙
選
丙
集
中
。
侯
書
成
郵
奉
台
覧
」

『
偶
存
』
即
「
寄
徐
電
嚢
太
史
」
（
巷
八
）
　
F
領
到
老
先
生
南
州
草
堂
詞
話
大
集
一
部
壁
詞
苑
叢
談
一
部
。
…
内
詞
話
中
有
紀
本
朝
事
一
巻
、
侯
拙
選
叢

書
丙
集
付
梓
有
期
、
自
當
借
光
爲
鉛
粟
増
重
」

『
偶
存
』
鋤
「
寄
沈
契
掌
」
（
巻
九
）
　
F
内
學
語
雑
篇
、
借
入
拙
選
叢
書
丙
集
中
」

『
偶
存
』
皿
「
寄
高
侍
郎
澹
人
先
生
」
（
巻
九
）
　
F
内
雇
駕
東
巡
一
種
、
遵
諭
藏
之
筐
術
、
乃
三
種
借
光
授
梓
」

『
偶
存
』
鵠
「
復
王
丹
麓
」
（
巷
九
）
　
F
至
文
苑
異
稻
、
可
與
世
説
中
賞
馨
一
條
雅
稻
藝
林
月
旦
、
自
借
光
入
選
者
也
」

『
偶
存
』
㎜
「
寄
楮
稼
軒
」
（
巻
r
t
）
　
F
大
著
蟹
譜
借
光
選
入
丙
集
中
、
侯
梓
成
郵
覧
」

『
偶
存
』
皿
「
復
冒
青
若
」
（
巻
g
e
）
　
r
…
芥
茶
大
刻
壁
櫨
注
蘭
言
倶
借
光
入
叢
書
二
集
中
。
此
書
以
明
歳
爲
期
。
今
所
輯
已
將
五
十
種
　
」

『
偶
存
』
瑚
「
與
王
丹
麓
」
（
巷
四
）
　
r
二
集
已
四
十
鹸
種
、
借
光
大
著
更
定
文
章
九
命
一
篇
」

『
偶
存
』
即
「
復
余
曼
翁
」
（
巻
四
）
　
F
近
有
叢
書
之
輯
、
敢
借
光
尊
著
板
橋
雑
記
、
梓
入
集
中
。
明
歳
便
付
喪
梨
、
或
籍
以
報
知
己
之
雅
也
」

『
友
聲
』
㎜
（
壬
集
）
「
前
奉
寄
皇
華
紀
聞
・
廣
州
遊
覧
小
志
・
蜀
道
騨
程
記
三
書
、
不
知
尚
可
節
録
以
入
尊
撰
否
。
又
先
兄
然
脂
集
例
亦
求
採
取
入

集
。
其
宮
閨
待
訪
略
不
記
刻
凡
例
之
後
否
」

『
友
聲
』
鰯
（
壬
集
）
「
所
著
叢
書
一
序
附
呈
」

『
友
聲
』
加
（
壬
集
）
「
弟
向
著
醤
津
一
筏
、
自
謂
無
勤
襲
之
随
而
能
閨
登
経
旨
、
殊
不
負
藥
籠
功
名
。
…
請
亟
付
梓
人
刻
入
集
中
」

『
友
聲
』
㎜
（
新
集
巻
一
）
「
承
諭
拙
著
三
傳
孜
・
撹
勝
圖
附
載
乙
集
。
尚
未
成
書
、
尚
有
登
科
録
記
・
放
生
會
約
雑
説
二
則
、
亦
析
采
入
」

『
友
聲
』
川
（
新
集
巻
一
）
「
又
出
山
異
敷
紀
一
巷
、
久
呈
覧
。
…
又
舎
姪
書
訣
一
巻
、
頗
有
別
趣
」

『
友
聲
』
m
（
新
集
巻
一
）
「
…
拙
著
毛
朱
詩
説
十
敷
葉
、
與
臥
饒
、
詩
非
孔
門
奮
本
之
説
。
不
謀
而
合
異
哉
。
眞
此
心
同
、
此
理
同
也
。
幸
亟
梓
入

乙

集
中
」

『
友
聲
』
拠
（
新
集
巻
1
1
）
　
r
…
、
呈
聖
諭
樂
本
解
説
・
寛
山
樂
録
・
皇
言
定
聲
録
…
蟹
司
合
誌
傳
共
十
種
、
統
惟
誰
定
」

（36）
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『
友
聲
』
鰯
（
新
集
巻
1
1
）
　
r
前
於
大
司
冠
公
庭
、
見
尊
刻
叢
書
内
爲
弟
刻
焦
山
鼎
銘
及
甘
泉
宮
瓦
二
種
、
極
感
厚
意
」

『
友
聲
』
細
（
新
集
巻
1
1
）
　
F
耳
前
出
都
時
、
四
明
萬
季
野
有
石
経
考
一
小
冊
、
擬
入
叢
書
。
書
最
詳
核
、
個
有
意
及
此
、
仰
寛
便
郵
上
前
、
偶
置
書

笈
附
還
耳
」

「
友
聲
』
佃
（
新
集
巻
三
）
「
斬
父
母
酔
心
大
刻
叢
書
、
去
春
以
思
奮
録
一
冊
、
欲
求
収
入
三
集
」

『
友
聲
』
脳
（
新
集
巻
k
i
）
　
r
先
君
石
経
考
一
書
、
得
附
尊
選
”
」

『
友
聲
』
m
（
壬
集
）
「
此
桐
郷
愈
寧
世
先
生
之
所
製
也
。
先
生
廣
捜
奇
異
作
、
叢
書
二
集
、
似
此
清
理
之
技
、
高
出
馬
吊
之
上
者
、
必
見
収
藥
籠
。

故
以
奉
覧
」

F張
潮
と
江
南
文
人
の
交
流
ー
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
「
中
國
古
典
小
説
研
究
』
十
八
號
・
1
1
0
1
四
年
三
月
）

『
偶
存
』
鵬
「
上
大
中
丞
宋
牧
仲
先
生
」
（
巻
五
）
「
潮
今
歳
所
輯
昭
代
叢
書
、
其
大
指
在
選
例
中
、
想
賜
承
覧
敢
懇
。
閣
下
公
事
之
飴
、
錫
之
序
以
冠

其
首
、
將
隻
字
之
褒
、
榮
於
華
衰
、
片
言
之
褒
、
重
比
連
城
」

［
張
潮
と
王
士
頑
の
交
遊
關
係
ー
編
集
状
況
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
「
東
洋
研
究
』
第
二
一
〇
號
・
1
1
0
1
八
年
十
二
月
）

『
偶
存
』
況
「
寄
線
憲
王
玩
亭
先
生
」
（
巻
“
p
）
　
r
昭
代
叢
書
乙
集
今
已
足
額
。
其
両
漢
東
西
水
辮
、
存
爲
丙
集
之
用
」

『
偶
存
』
脇
「
寄
復
王
院
亭
先
生
」
（
巷
－
P
）
　
F
亟
欲
借
光
、
因
將
乙
集
已
定
篇
目
、
裁
去
藪
種
以
便
増
入
o
蓋
欲
使
諸
同
人
早
賭
榔
環
、
非
特
阿
私
所

好
也
」

『
偶
存
』
蹴
「
寄
孔
東
塘
戸
部
」
（
巻
六
）
「
…
往
歳
、
聖
駕
南
巡
、
恩
賜
天
下
老
人
粟
吊
。
弟
欲
先
生
輯
成
一
書
、
百
歳
者
某
省
若
干
人
、
某
省
若
干

人
、
九
十
・
八
十
者
亦
復
如
之
。
名
日
人
瑞
録
、
載
入
拙
選
昭
代
叢
書
。
嚢
日
亦
曾
奉
漬
、
迄
今
未
蒙
兄
示
。
當
是
前
札
俣
付
洪
喬
。
今
選
刻
昭
代

乙
集
、
乃
望
先
生
特
諭
。
…
」

『
友
聲
』
m
（
新
集
巻
一
）
「
…
金
素
公
旗
軍
志
一
巻
、
亦
可
備
本
朝
八
旗
典
故
。
素
公
苦
心
経
學
古
文
誹
爲
後
來
之
勤
不
可
量
也
。
又
捜
得
鶴
鶉
譜

一
巻
、
難
小
品
亦
不
俗
。
可
補
叢
書
之
未
備
」

「
偶
存
』
蹴
「
寄
孔
東
塘
戸
部
」
（
巻
七
）
「
大
著
人
瑞
録
・
出
山
異
敷
記
壁
金
素
老
旗
軍
志
、
又
鶴
鶉
譜
種
種
、
倶
欲
借
光
入
拙
選
叢
書
乙
集
中
」

『
友
聲
』
脳
「
弟
尚
有
廣
陽
關
三
畳
譜
一
巷
・
佳
節
承
歓
録
二
巻
、
篇
秩
梢
多
。
故
未
敢
奉
」

前
掲

「
張
潮
と
江
南
文
人
の
交
流
ー
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」

『
偶
存
』
捌
「
與
陸
雲
士
」
（
巷
七
）
「
含
姪
孫
啓
曾
家
報
來
、
屡
云
、
高
江
村
先
生
有
小
品
敷
種
。
属
先
生
見
寄
、
迄
今
未
能
拝
領
。
拙
選
昭
代
叢
書

乙
集
久

已
足
額
。
因
有
高
先
生
之
説
、
不
得
不
虚
梨
以
待
」

（37）
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『
偶
存
』
蜥
「
與
高
讐
事
澹
人
先
生
」
（
巻
七
）
「
尊
著
中
尚
有
雇
駕
諸
種
、
鄙
意
乃
望
頒
示
。
…
今
敢
以
北
錘
草
堂
詩
紀
借
光
載
入
拙
選
昭
代
叢
書
乙

集
中
」

『
偶
存
』
珊
「
與
陸
雲
士
」
（
巻
八
）
　
r
而
都
門
王
大
司
冠
録
函
撤
促
致
、
不
獲
久
稽
時
日
。
是
以
止
借
光
其
江
村
草
堂
一
種
耳
」

『
偶
存
』
測
「
復
梅
嘉
長
孝
廉
」
（
巻
八
）
　
F
”
’
o
大
著
自
雁
借
光
、
而
石
経
考
巻
峡
繁
多
、
若
照
原
式
分
爲
上
下
二
巻
、
又
干
以
前
選
例
不
符
。
若
併

爲
一
巻
則
有
百
饒
頁
。
亦
殊
未
便
。
其
中
考
文
字
讃
詳
明
、
不
敢
僧
爲
節
録
。
此
書
乃
是
世
間
不
可
少
之
書
。
展
轄
箒
書
、
不
得
不
別
作
裁
奪
。
緒

以
、
上
巻
名
日
漢
魏
石
経
考
、
下
巻
名
日
唐
宋
石
経
考
。
錐
有
割
裂
之
嫌
、
然
干
大
髄
無
磯
」

「
王
陣
と
そ
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
六
號
・
二
〇
一
七
u
r
l
l
l
月
）
、
前
掲
「
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
檀
几

叢
圭
日
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
」

『
友
聲
』
田
（
辛
集
）
「
…
伏
讃
尊
諭
、
意
欲
毎
年
刻
五
十
種
、
托
弟
留
心
。
簡
閲
架
上
已
得
七
八
種
。
但
須
繕
爲
。
如
明
歳
果
刻
、
當
廣
爲
捜
羅
報

命
o
然
蒙
諭
書
名
、
去
歳
承
教
酌
定
。
前
集
・
二
集
台
街
居
首
弟
名
爲
次
。
或
可
蓋
収
拙
著
亦
用
別
友
校
閲
、
此
論
最
爲
妥
確
。
今
蒙
改
昭
代
叢
書
、

難
甚
至
善
、
愚
謂
、
初
集
即
用
此
名
爲
妙
。
改
之
、
干
今
恐
干
坊
間
行
書
、
未
免
梢
滞
。
夫
人
見
叢
書
、
必
思
有
二
集
。
若
乃
奮
名
買
初
集
者
、
聞

有
二
集
。
必
買
成
全
書
。
或
先
買
二
集
者
、
亦
必
求
初
集
、
買
爲
合
壁
。
今
易
以
異
名
、
遠
近
未
知
、
則
有
檀
几
可
不
必
定
購
昭
代
、
有
昭
代
可
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幻

必
更
訪
檀
几
、
勢
或
然
也
。
如
以
拙
作
有
嫌
、
凡
蒙
采
録
、
悉
照
前
集
較
閲
、
開
列
別
友
姓
氏
、
諒
亦
無
妨
。
辱
承
下
詞
、
敢
以
相
商
爲
行
書
計
、
　
　
O

倫
尊
意
已
決
、
如
刻
成
已
多
、
不
便
馨
補
、
悉
惟
台
裁
。
至
干
三
集
四
集
、
寛
顔
昭
代
名
目
、
便
無
可
商
。
毎
巷
只
須
先
生
出
名
、
別
用
一
人
較
閲
、

所
用
五
十
人
姓
氏
亦
不
必
雷
同
重
列
、
庶
與
初
集
・
二
集
梢
別
。
不
議
高
明
以
爲
何
如
。
狂
警
之
罪
、
伏
乞
格
外
恕
之
」

『
友
聲
』
鵬
（
庚
集
）
「
寄
王
丹
麓
」
（
巻
五
）
「
將
就
園
記
及
増
訂
心
相
、
將
原
本
奉
上
」

「
偶
存
』
盟
「
與
陸
雲
士
」
（
巻
六
）
　
F
…
其
昭
代
乙
集
略
與
前
三
刻
不
同
。
前
者
間
有
明
末
人
物
、
今
此
則
蓋
属
本
朝
諸
公
著
作
」

『
偶
存
』
脚
「
叢
書
乙
集
與
前
三
選
微
有
不
同
。
前
者
間
有
明
末
人
物
。
此
則
蓋
属
當
代
巨
公
、
已
將
四
十
種
、
乃
歓
十
飴
種
。
尊
庭
有
當
意
者
、
千

析
検
示
」

『
友
聲
』
刷
（
壬
集
）
「
昭
代
叢
書
不
知
明
歳
果
刻
二
集
否
。
倫
果
從
事
、
乞
示
知
。
當
再
爲
先
生
捜
羅
一
二
、
以
備
采
揮
。
何
如
。
柴
虎
老
著
作
有

十
九
種
、
但
ロ
ハ
刻
得
一
紙
封
面
、
並
未
一
字
付
梓
。
即
此
十
九
種
内
、
毎
種
極
簡
約
者
亦
得
百
十
張
、
無
可
澤
録
。
謹
從
令
嗣
庭
干
詩
文
集
中
採
記

一
篇
呈
覧
。
渠
再
三
托
弟
致
懇
欲
必
得
附
入
選
内
。
不
知
可
否
、
弟
不
敢
自
専
。
統
候
裁
覆
。
陸
雲
老
自
令
江
陰
以
後
、
便
不
帰
故
里
。
聞
有
刻
集

総
未
見
寄
。
顧
寧
老
日
知
録
、
微
庭
坊
間
絶
少
。
弟
去
秋
在
貢
院
前
曾
見
、
其
書
所
載
皆
考
古
証
今
、
訂
誤
辮
疑
。
如
事
物
原
始
、
葦
書
備
考
之
類

亦
難
採
取
。
如
必
得
其
書
、
須
從
本
庭
寛
之
」
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『
友
聲
』
惚
（
癸
集
）
「
今
年
乙
集
・
飴
集
畢
寛
敦
先
登
刻
、
統
乞
示
知
」

「
友

聲
』
佃
（
癸
集
）
「
明
歳
先
了
乙
集
何
如
。
況
檀
几
已
有
二
集
。
昭
代
原
属
先
生
専
選
之
書
、
乙
集
尤
不
可
緩
。
且
選
定
者
已
有
三
四
十
種
。
要

足
五
十
之
藪
、
尚
易
謹
上
三
種
」

『
偶
存
』
珊
「
寄
王
丹
麓
」
（
巷
八
）
　
F
…
外
四
部
送
毛
大
可
先
生
・
方
清
仁
先
生
・
毛
會
侯
先
生
及
呉
實
老
、
各
一
部
統
煩
代
致
爲
荷
」

『
友
聲
』
脚
（
新
集
巻
一
）
「
清
老
意
欲
將
集
内
使
蜀
日
記
、
懇
求
入
選
。
弟
日
記
之
類
、
恐
不
勝
収
o
然
受
清
老
囑
托
不
敢
不
奉
。
…
毛
大
老
亦
有

連
廟
詞
奉
政
、
因
紙
板
較
大
、
不
便
彙
封
」

『
友
聲
』
囎
（
新
集
巷
三
）
「
偶
輯
文
苑
異
稻
一
種
、
斗
謄
欲
懇
入
丙
集
中
」

『
友
聲
』
盟
（
新
集
巷
三
）
「
…
西
河
大
小
宗
通
繹
・
喪
禮
吾
説
篇
已
索
得
、
井
大
禮
議
・
昏
禮
辮
正
共
四
種
貢
上
、
不
審
有
可
入
丙
集
者
否
。
…
呉

江
徐
電
老
詞
苑
叢
談
内
、
蒙
許
采
本
朝
紀
事
一
巷
入
選
。
幸
勿
遺
忘
。
戒
淫
録
如
有
刻
様
、
望
先
印
一
秩
恵
閲
。
…
唐
翼
修
身
易
、
其
可
入
丙
集
與

否
」『

偶
存
』
蹴
「
復
王
丹
麓
」
（
巷
九
）
　
r
…
兼
得
毛
薫
山
諸
種
及
呉
野
老
・
洪
防
老
種
種
爲
快
。
内
三
年
喪
一
段
、
恰
與
鄙
見
相
符
、
尤
爲
契
合
也
」

『
偶
存
』
蹴
「
復
王
丹
麓
」
（
巷
九
）
「
唐
翼
老
身
易
亦
可
借
光
入
選
丙
集
、
尚
未
足
額
。
先
生
爲
我
留
心
、
尤
爲
感
侃
」

「
偶
存
』
珊
「
與
王
丹
麓
」
（
巻
九
）
　
F
前
函
奉
寄
附
有
徐
電
翁
詞
話
刻
様
・
銚
升
老
戒
淫
録
刻
様
。
亮
已
送
到
。
讃
洪
肪
老
填
詞
、
眞
是
白
描
高
手
、

直
奪
元
人
之
席
。
其
所
著
長
生
殿
傳
奇
、
如
有
刻
本
、
千
析
寛
一
部
。
」

『
偶
存
』
蹴
「
寄
王
丹
麓
」
（
巷
九
）
　
F
丙
集
今
已
得
四
十
鹸
種
。
高
澹
人
先
生
有
金
驚
退
食
記
、
一
時
無
便
人
去
平
湖
。
不
識
先
生
齋
頭
有
此
否
。
或

貴
知
庭
有
此
否
」

『
偶
存
』
蹴
「
復
王
丹
麓
」
（
巻
八
）
　
F
前
月
領
到
娘
函
壁
虹
亭
徐
先
生
二
種
獲
之
o
不
菅
瑛
壁
、
承
諭
詞
話
内
有
紀
本
朝
事
一
巻
、
可
入
丙
集
。
恰
與

鄙
見
相
符
」
、
『
友
聲
』
肥
（
新
集
巷
1
1
1
）
　
F
特
以
文
章
一
部
・
詞
苑
叢
談
一
部
託
弟
寄
政
叢
談
中
有
紀
事
敷
巻
内
一
巻
皆
本
朝
人
詞
話
。
意
欲
懇
載
尊

選
丙
集
。
乞
存
籏
桁
」

『
偶
存
』
澗
「
寄
斬
熊
封
」
（
巻
九
）
　
r
w
a
書
丙
集
托
庇
告
成
。
然
當
浮
屠
未
合
尖
時
、
尚
歓
一
種
。
適
拝
寄
書
足
額
。
此
種
因
縁
當
非
小
可
」

F僕
自
己
卯
歳
失
足
以
來
、
生
計
粛
然
、
日
就
困
懲
。
乙
集
已
自
拮
据
。
故
不
復
作
鉛
栗
之
想
。
縁
舎
弟
木
山
力
爲
懲
恵
、
捜
輯
共
裏
蕨
成
。
是
以
復

有
役
、
自
後
諸
知
交
或
有
大
著
見
胎
、
姑
什
襲
珍
藏
以
待
機
縁
之
至
」

『
偶
存
』
姻
「
復
王
丹
麓
」
（
巻
十
）
　
［
今
年
二
月
以
來
事
多
佛
意
。
其
丁
集
及
今
塵
談
、
尚
在
從
容
也
」

『
偶
存
』
靱
「
復
王
丹
麓
」
（
巻
十
1
）
F
貧
困
飴
生
、
復
遭
横
逆
。
不
謂
弟
之
末
年
、
漂
倒
一
至
干
此
。
…
至
干
丁
集
、
錐
無
其
力
頗
有
且
で
心
。
若
張

（39）



生
不
即
就
木
、
或
明
天
砧
、
衣
食
之
外
、
梢
有
扇
鹸
、
乃
當
從
事
。
干
此
若
今
則
不
敢
作
此
痴
想
　
」

（40）


